
も  く  じ 

 

■開催日時：7 月 21 日( 土 ) 10:50 - 18:05 

於：内田洋行 教育 ICT 事業部  名古屋丸紅ビル 13F（愛知県名古屋市） 

■テーマ：「ICT を活用した学習支援と教育の質保証／一般」 

 

 
1) 経済学部におけるデータ処理実習のための例題データベースの設計 ------------------------------------ 1 

〇吉根勝美(南山大学) 

 

2) 異種学習アプリケーションにおける学習状況管理のための e-Coin システムの設計・開発 ----------------- 5 

〇長沼一輝(神奈川工科大学)，上村航平(神奈川工科大学大学院)，鷹野孝典(神奈川工科大学) 

 

3) 学習状況管理のための e-Coin システムの導入による複数の英語学習アプリケーションの統合 ------------ 13 

〇上村航平(神奈川工科大学大学院)，長沼一輝(神奈川工科大学)，鷹野孝典(神奈川工科大学) 

 

4) LINE グループで返信ができないことでネガティブ感情が生じるまでの時間： 

LINE メール依存度の影響に注目して --------------------------------------------------------------- 19 

〇宇宿公紀(東京都立瑞穂農芸高等学校)，小澤康幸(明星大学)，加藤尚吾(東京女子大学), 

加藤由樹(相模女子大学) 

 

5) シャトル型コミュニケーションの KeyPaSS による質的分析の試み ------------------------------------- 23 

〇斐品正照(東京国際大学)，浅羽修丈(北九州市立大学)，大河雄一(東北大学) 

 

6) 産業社会に関する教育のＩＣＴ活用と経営学的視点マネジメント研究 --------------------------------- 31 

〇金山茂雄(拓殖大学) 

 

7) 中国人日本語学習者向けのカタカナ語の学習 ― スマートフォンの音声入力機能を活用して ― ---------- 35 

柴田陸杜，〇野崎浩成，梅田恭子，江島徹郎(愛知教育大学) 

 

8) カリキュラムマップに基づく学習成果の可視化方法の検討 ------------------------------------------- 43 

〇平塚紘一郎，田中洋一(仁愛女子短期大学) 

 

9) ラーニングポートフォリオを用いた学習成果の可視化 ----------------------------------------------- 45 

〇田中洋一(仁愛女子短期大学)，(熊本大学大学院)，平塚紘一郎(仁愛女子短期大学) 

 

 



10) ｅラーニング上の学習に直接関係のない情報の呈示が高学力層に及ぼす学習妨害効果 ------------------ 49 

〇澤山郁夫(兵庫教育大学)，三宮真智子(大阪大学) 

 

11) CBT を活用した反転型授業の Java プログラミング授業での実践 ------------------------------------- 57 

〇山川広人(千歳科学技術大学)，加藤巽(千歳科学技術大学院)，上野春毅(千歳科学技術大学院)， 

小松川浩(千歳科学技術大学) 

 

12) Inferring CEFR Index Based on Japanese Document Classification Method  

Including Pre-A1 Level -------------------------------------------------------------------------- 63 

〇NGUYEN TRA MY HUYNH(静岡大学大学院)，宮崎佳典(静岡大学学術院)，谷誠司(常葉大学) 

 

 

 



経済学部におけるデータ処理実習のための 

例題データベースの設計 
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学部新入生に対する情報リテラシー教育において，オフィスソフトの基本的操作を習得させる際には，

学部の専門性にも配慮することが望ましい．例えば，経済学部においては，実際の経済データを用いて，

表計算ソフトによる簡単な処理を施し，グラフ化して，ワープロによりレポートを作成するという実習

形態が考えられる．本発表では，データ処理実習で使用するための例題作成に資することを目的として，

経済データのデータベースの設計について議論する． 

キーワード: 初年次教育，データ分析，実習用例題，実データ，時系列データ 

1. はじめに 

大学新入生，特に文系学部の新入生に対する情報リ

テラシー教育において，オフィスソフトの基本的操作

を習得させる際には，学部の専門性に配慮することが

望ましい．例えば，経済学部においては，実際の経済

データを対象にし，表計算ソフトの実習として，四則

演算によるデータ加工，関数による統計計算，グラフ

作成を繰り返し練習して，経済データの基本的な取り

扱いを学び，まとめとして，経済データの分析レポー

トをワープロで作成させることが望ましい．本研究で

は，このような実習で用いる例題の作成支援に資する

ことを目的にして，経済学部におけるデータ処理の実

習で使用する経済データのデータベースの設計につい

て議論する． 

2. データ処理実習の内容 

筆者が所属する経済学部の新入生は，必修科目「デ

ータ処理入門」において，表計算ソフトを使いながら

経済データの基礎的な処理手法を学ぶ．セル番地を含

む数式の作り方を通して，変化率（増減率）・構成比（シ

ェア）・寄与度の計算や，基準年=100 とする指数化，

物価変動の影響を除く実質化の手法を学ぶ．また表計

算ソフトの関数の使い方を通して，平均，中央値，標

準偏差，変動係数（＝標準偏差÷平均）を学ぶ． 

2.1 表計算ソフトの導入 

表計算ソフトの導入時に使用する例題は，平成 29年

度刊愛知県統計年鑑の 11-3 表「百貨店・スーパーの事

業所数，従業者数及び販売額等」から，百貨店におけ

る商品別の販売額の平成 28 年の月次データを抽出し

たものである（図 1）．経済学部の新入生が，のちに受

講する授業において目にする機会が多いのは時系列デ

ータであることを考慮した．また，このデータが百万

円単位であることを伏せて提示し，経済学部の新入生

に，経済データの数字に対する感覚を自覚させるねら

いもある．なお，新入生の表計算ソフトへの習熟度に

は大きな開きがあるのが現状であり，新入生が最初に

学ぶべき操作を，データ入力，縦横集計，書式設定の

３つとした． 
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図 1 導入時の例題（愛知県百貨店商品別販売額） 

2.2 時系列データ分析の実習 

経済時系列データの基本的な分析方法を学ぶために

使用する例題は，総務省統計局「家計調査」から抽出

した，1980年以降の実収入の年次データである（図2）．

このデータに対して，対前年変化率（伸び率）や，2015

年=100 とした指数を求める四則演算の数式を立てる

とき，セル番地の相対番地や絶対番地の考え方を合わ

せて学ぶ．また，経済データでは物価変動の影響を考

慮することもあるので，消費者物価指数のデータを用

いた実質化の計算方法も学ぶ． 

 

図 2 時系列データ分析の基礎を学ぶための例題 

（家計調査と消費者物価指数） 

2.3 記述統計量の実習 

平均や標準偏差などの記述統計量を学ぶために使用

する例題は，総務省統計局「家計消費状況調査」から

抽出した地方別インターネットを利用した 1世帯当た

り 1か月間の支出(2017 年)である（図 3）．このデータ

の 1～12 月の 12 個の数値に対して，平均，中央値，

標準偏差，変動係数を，表計算ソフトの関数を用いて

求める．時系列データに対して平均や標準偏差を求め

ることは，経済学分野での記述統計量の応用例である

リターンとリスクの考え方を知る上でも有用である． 

 

図 3 記述統計量を学ぶための例題（インターネット

を利用した 1世帯当たり 1か月間の支出） 

2.4 総合的な実習 

授業のまとめとして，長期間にわたる月次データを

与え，学生自身で分析方法を考えて，実際に分析した

結果をレポートにまとめ，試験の代わりとしている．

総合的な実習で出題するデータは，学期ごとに出題デ

ータを変更しており，2018 年度第 1クォーターでは，

経済産業省「特定サービス産業動態統計調査」から抽

出した，2010 年１月以降のゴルフ場の売上高，利用者

数を出題した（図 3）。合計欄を空欄のままで出題して

いるのは，横方向に並んでいるどの項目が合計の対象

になるかを，学生自身に気付いてもらうためである． 

 

図 4 総合的な実習で出題するデータ 

（ゴルフ場の売上高，利用者数） 

3. 例題データベースの考え方 

前章で示した実習を十分に実施するには，例題デー

タベースの存在が望ましい。実習後，理解を深めるた

めに実習内容を繰り返すには，代替となるデータを用

意する必要がある．また，授業科目「データ処理入門」

は，新入生をクラス分けして異なる学期で実施するた

め，成績評価の対象として出題する課題で使用するデ

ータは，直近の数年間は重複しないようにしている．
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教材作成者は，実習や課題で使用するデータをその都

度作成する必要があり，この際，例題データベースの

存在は有用である． 

3.1 代替となるデータ 

実習内容を繰り返したり，課題として出題したりす

るときには，代替となるデータを用意する必要がある．

時系列データ分析の実習で使用した例題（図 2）の代

わりに，厚生労働省「賃金構造基本統計調査」の「第

１表 企業規模別新規学卒者の初任給の推移」から抽

出した大卒初任給額を，総務省統計局「小売物価統計

調査」の東京都区部小売価格から抽出したある品目の

価格を用いて，物価変動を除く実質化を実施するレポ

ート課題を出題している．記述統計量の実習で使用し

た例題（図 3）の代わりとなるデータとして，総務省

統計局「家計調査」より作成した菓子類への支出額（和

生菓子，洋生菓子，スナック菓子，チョコレート，ア

イスクリーム，その他）を用いたり，財務省「貿易統

計」より作成した主要商品別輸出額（化学製品，原料

別製品，一般機械，電気機器，輸送用機器，その他）

を用いたりして，レポート課題を出題している． 

3.2 データの「枠組み」 

データが入れ替わっても，学生が戸惑いなく実習に

取り組めるように，同じ授業の実習で使用するデータ

の枠組みは変更しない．図 2のデータは，金額を示す

長期の時系列データと物価を示す同時期の時系列デー

タからなるという枠組みを有している．図 3 のデータ

は，縦方向に見ると集計可能な 1年分の月次データで

あり，横方向に並んでいる 6項目は，合計する意味の

あるデータであるという枠組みを有している．なお，

表計算ソフト導入時に使用する図 1 のデータは，図 3

と同じ枠組みに当てはまる． 

総合的な実習で使用する図 4 のデータには，図 2，

3 のように明確な枠組みがあるわけではないが，少な

くとも縦方向に見ると長期間の月次データであり，か

つ集計する意味があるという枠組みはある． 

3.3 実データの使用 

American Statistical Association が示した統計教

育ガイドラインでは，“Use real data.”を強く推奨し

ている(1)。同ガイドラインでは，純粋に計算するだけ

で，意味のある解釈ができない単なる数値の使用を推

奨していない．文脈を与えて多少現実感を持たせたデ

ータも推奨していない．また，同じ real data でも，テ

ストの点数のようなデータではなく，実際の研究から

得られたデータで，魅力的なリサーチクエスチョンへ

と導くデータが望ましいとしている． 

これまでに，授業科目「データ処理入門」では，デ

ータ分析の実習以外で使用するものも含めて，次のよ

うな実際の経済データを教材として使用している． 

愛知県百貨店商品別販売額 

全国百貨店・スーパー販売額 

1世帯当たり年平均 1 か月間の収入と支出 

消費者物価指数，東京都区部小売価格 

所得金額階級別世帯数，金融資産保有額 

為替レート，日経平均株価 

車種別新車販売台数 

データ処理の実習を行う授業は，経済学部の新入生

には，実際の経済データにはじめて接触する機会でも

ある．高度で専門的な経済データの分析や解釈は，の

ちに学ぶことであるが，少なくとも，それがどのよう

なデータであるかを説明できたり，データの大まかな

動向を説明できたりすることは，むしろ新入生にこそ

必要な能力である． 

また，経済学部生なら，経済データの数値自体につ

いても学ぶ必要がある．経済データによく見られるパ

ターンを学ぶために模擬的なデータを作成しても，そ

れは実社会を反映しない架空のデータになってしまう． 

新入生が表計算ソフトの基本操作を学ぶ目的は，そ

の後の大学での各分野における学習や研究においてツ

ールとして使用するためである．本研究では，経済学

部生を対象とするデータ分析の実習で用いる例題の作

成に資することを目的として，実際の経済データのデ

ータベース化を試みることとした． 

4. 例題データベースに必要な要件 

本研究で議論する例題データベースでは，図 2，3，

4 の枠組みに当てはまる経済データの単なる寄せ集め

ではなく，指定した枠組みに当てはまるようにデータ

を再構築してくれる機能を必要とする．また，これら

－3－



の枠組みに当てはまらない経済データも扱えるような

拡張可能性も考慮する必要がある． 

4.1 経済時系列データに特有の属性 

経済時系列データには，毎月末時点での自動車保有

台数のように，時系列方向の合計に意味がないものが

あるので，データベースに格納するときには，そのこ

とを示す属性を付す．リターンとリスクを学ぶのに欠

かせない株式・為替データにも，時系列方向の合計が

できない旨の属性を持たせる． 

4.2 さまざまなフォーマットへの対応 

実際の経済データは，さまざまなフォーマットで公

開されている．例えば，「インターネットを利用した 1

世帯当たり 1か月間の支出」は，図 5のようなフォー

マットで公開されている． 

例題データベースの内部ではデータの統一的な表現

が望ましい．Tidy data(2)(3)(4)は内部表現の１候補であ

り．図 5を Tidy data 化したものが図 6 である． 

4.3 用語と単位 

データベースで用語や単位を統一的に扱うため，用

語集の整備が望ましい．また，「百万円」単位で公表さ

れている金額データは，単位「円」と乗数（×106）を

分けて考えるとよい．用語集の構築には，できるだけ

既存のものを使う．例えば，総務省統計局は，統計の

LOD(Linked Open Data)化を進めており(5)，この中で

単位や単位乗数の定義をしている(6)． 

4.4 データの抽出 

図 6のデータから，図 3 の枠組みに合う例題を作る

には，特定の地域向けの 1年分の月次データを抽出し，

主要な商品 5つを選択して，残りはその他としてまと

める．また，図 4 のように，金額と人数のように異な

る単位を持つデータを組み合わせた例題も考えられる． 

5. まとめ 

経済時系列データを分析する実習のための例題デー

タベースの設計について議論した．実習に使うのは，

実際の経済時系列データとし，経済データに特有の属

性を考慮するほか，Tidy data の導入，用語や単位の語

彙の統一を提案した．今後は，授業で使用してきたデ

ータからデータベースの実装を試みる． 

 

図 5 公開データのフォーマットの例（インターネッ

トを利用した 1世帯当たり 1か月間の支出） 

 

図 6 Tidy Data化の例（インターネットを利用した 1

世帯当たり 1か月間の支出） 
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It is quite important issues to motivate learners using e-learning systems. Therefore, we have 

concentrated on applying gamification to e-learning systems because gamification can be useful for 

the continuous learning. We have concern of increasing opportunities of praising learners according 

to learner’s efforts and achievement. In addition, we should increase opportunities of competition for 

stimulating learners each other. Here, by using coin as a gamification function, not actual score or 

grade in a school, we would like to introduce “weak” competition into e-learning system, so that the 

stress of being compared each other will be decreased. In this study, we present an e-Coin System 

for managing user’s learning state on different e-Learning systems. The feature of this system is to 

use a coin measure to evaluate every learning activity of learners, such as learning time and 

achievement, using different learning applications, for allowing learners to check their states of 

learning. In addition, easiness of understanding coin value for most of people would motivate other 

people such as friends and family members to praise the learners, so that the learner can be 

encouraged more. In the experiment, we will confirm perspective of our system. 

キーワード:LMS，プラグイン，API，クラウド利用，ゲーミフィケーション，学習アプリケーション

1. はじめに

e-Learning システムは，受講者や授業コンテンツを

効率的に管理でき，学習者にとっても時間や場所を選

ばず受講できるといった利便性から，多くの大学で積

極的に活用され始めている． 

e-Learning システムの形態は多様化している．

Massive Open Online Courses（MOOC）(1)は，イン

ターネット上で実施される大規模なオンライン講義で

あり．世界で多くの学習者が Coursera(2)や Khan 

Academy(3)等のMOOCに参加して学習を行っている．

また，PC だけでなく，スマートフォンやタブレット上

で学習できる学習アプリケーションも普及している．

例えば，情報処理技術やプログラミングを学習する

Web サイトや，小中学生向けには算数・数学，漢字，

語学等を学習できる学習アプリが提供されており，学

JSiSE Research Report 
vol.33,no.2(2018-7)
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習者は通勤・通学等の移動中にも様々な科目について

の学習機会を得ることができる． 

MOOC は非常に多種多様な授業コースを提供して

いるが，個々の授業は独立しており，学習者は自分に

ニーズに合った授業を選択して受講する．また，個々

の学習 Web サイトや学習アプリケーションを利用す

る場合でも，複数のものを組み合わせて利用すること

で効率良く学習することができる． 

本研究では，このように学習者が学習 Web サイトや

学習アプリケーション等の複数の e-Learning システ

ムを利用する場合において，個々の学習状況を統合し

て管理することを目的とした e-Coin システムの設計

手法について述べる． 

2. 研究動機 

学習者に対して意欲的かつ継続的な学習を促すため

に，学習者の個性に合わせた学習動機付けを行うこと

は重要である．本研究では，「楽しいから学習する」と

いった学習動機から始まり，次第に「熱中して継続す

る」ための仕組みを提供することが大事であると考え，

e-Learning の学習においてゲーミフィケーション(4)(5)

を導入することに注目している．ゲーミフィケーショ

ンを導入した学習例としては，小学生を対象とした学

校授業に，新聞の文字探しや同じ部首を持つ漢字探し

などのゲーム要素を与えることより，学ぶ意欲をまず

喚起するといった事例がある． 

提案システムでは，学ぶ意欲を喚起するためのゲー

ミフィケーションの仕方として「報酬」と「ゆるい競

争意識」に着目する． 

1. 日々の学習努力をくみ取ることによる報酬機会

の増加： 

学校のテストの点に基づいた成績だけではなく，

日々の学習努力も考慮して報酬を与える仕組みを実現

する．成績は学習成果を表しているが，日々の頑張り

の値を示しているとは限らない．日々努力していた人

が，テストの際の失敗のために，低評価を与えられる

と報われない場合がある．また，我々は外部の人間か

らの影響が学習意欲は少なからず関連していると考え

ている．このような視点から，日々の努力をくみ取る

評価者を増やすことが，学習者の学習意欲を向上させ

るための重要な要素であると仮定する．  

2. 学習成果ランキングによるゆるい競争意識の導

入： 

日々の学習成果をランキングすることにより，お互

いが良いところを見習って成長できるような機会を設

け，ゆるい競争意識に基づいた学習の動機付けを行う．  

 

a > b 

a < b 

a = b 

コイン3枚

複数の軸が存在する学習状況の尺度

[正答率b, 学習回数b, 回答速度b,   ]

[正答率a, 学習回数a, 回答速度a,   ]

学習状況a

学習状況b

コイン5枚

閲覧者

閲覧者

コインだけの尺度

 

図 1 理解しやすい学習評価尺度としてのコイン 

 

本研究では，このような動機に基づいて，誰にでも

わかりやすい「コイン」という指標を用いて学習者の

学習状況や達成度をスコア化する（図 1）．学習者の「コ

イン」の量を確認することにより，他者でも学習者の

評価を直感的に行うことができる．これにより，外部

の評価者を増やすとともに，学習者の学習意欲の向上

を目的とした褒賞行為の機会を増やすことができると

考えられる．例えば，学習者の親は，学校の成績だけ

でなく，様々な学習アプリケーションで学習した努力

や達成度等をコインの量で直感的に把握し，学習者を

家庭内で褒める機会を増やすことで継続的な学習を助

長することができる．また，テストの点数や成績を直

接比較してランキングを行うのではなく，「コイン」の

量の比較による学習者間ランキングを行うこともでき

る．本研究では，このようなコインを用いたランキン

グは，学習者にゲームのような仮想環境の中でのラン

キングであることを喚起させ，自身が他者と比較され

ることへ抵抗感を減らす効果があると考えている．  

3. e-Coin システム 

e-Coin システムとは，複数の e-Learning システム
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を利用する場合において，個々の学習状況を統合して

管理することを目的としたシステムである．学習状況

や達成度を評価するためには，正答率，学習時間，学

習回数，回答時間の速さといった様々な要素がある．

e-Coin システムの特徴は，このような学習者の日々の

学習における学習努力や達成度を広くくみ取り，「コイ

ン」という指標を用いてスコア化する機能を備える点

にある．コインの量は，異なる学習アプリケーション

で算出されたものを加算することができるので，異種

の学習アプリケーション間の学習状況を統一的に管理

できるようになる．例えば，リスニング学習アプリや

発音練習アプリを組み合わせて用いて英語学習をして

いる場合，個々の学習アプリケーションの学習状況を

コイン値として算出し，加算することで統合的に評価

することができる． 

以下に，e-Coin システムに概要と基本設計を示す． 

3.1 e-Coin システムの概要 

 

e-Coinシステム

コイン取得

 
 

学習ユーザ

コインの閲覧

 
 

閲覧者 学習アプリケーション

Eng Math  

システムを利用

 

図 2 e-Coin システムの概要図 

 

e-Coin システムの概要を図 2 に示す．図 2 では，

e-Learning システム，学習 Web サイト，学習アプリ

等を「学習アプリケーション」，学習アプリケーション

のユーザを「学習ユーザ」，学習ユーザが学習状況や成

果により獲得したコイン量の閲覧者を「閲覧者」と表

記している．まず，個々の学習アプリケーションは，

あらかじめ e-Coin システムに登録しておく必要があ

る．e-Coin システムへのアクセス機能等は Web API

として設計しており，個々の学習アプリケーションに

組み込むことにより e-Coin システムと連携すること

ができる．学習アプリケーションを用いた学習努力や

達成度は，学習アプリケーションが定めた基準により

スコア化され，コイン量に変換される．コイン量は，

学習ユーザが獲得したコイン枚数として，e-Coin シス

テム上で統合管理される（図 3）． 

 

学習

e-Coinシステム

Eng

コイン追加

 
 

学習ユーザ

 

図 3 コイン管理 

3.2 e-Coin システムの基本設計 

学習ユーザ，閲覧者，学習アプリケーションを対象

とした機能一覧を表 1 と表 2 に示す．また，各機能の

処理プロセスを図 4 に示す．図 4 において，学習ユー

ザがコイン取得をする際に(a-1)のプロセス，許可され

た閲覧者が学習ユーザのコインを閲覧する際に (a-2)

のプロセス，学習アプリケーションが e-Coin システム

と連携する際に(b)プロセスを，それぞれ実行する必要

がある． 

 

表 1 学習ユーザ／閲覧者のための機能 

機能名 動作 

ユーザ登録 
e-Coin システムにユーザ情報を登

録する． 

アプリ追加 
学習アプリケーション情報を e-

Coin システムに登録する． 

閲覧者登録 
学習ユーザが自分のコイン枚数の

閲覧を許可する閲覧者を登録する． 

自分の 

コイン確認 

学習ユーザのこれまでに獲得した

コイン情報を e-Coin システムから

取得する． 

閲覧者の 

コイン確認 

閲覧者が，対象とする学習ユーザの

これまでに獲得したコイン情報を

e-Coin システムから取得する． 

コイン算出

機能 

学習者の学習時間や達成度に応

じてコインを算出する．学習アプリ

ケーション毎に独自に定義する． 
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表 2 学習アプリケーションのための機能 

機能名 動作 

アプリ登録 

学習アプリケーションを e-Coin シ

ステムに登録する．登録後にアプリ

ID が割り振られる． 

コイン追加 
学習ユーザが獲得したコインを e-

Coin システムに登録する． 

 

ユーザ登録

アプリ追加

アプリケー
ションで
学習する

一般ユーザがコインを取得
/閲覧するプロセス

閲覧者登録

閲覧者のコ
インの確認

終了

アプリケーションがe-Coinシス
テムを利用するプロセス

アプリ登録
アプリIDの
取得

コイン追加

終了

(a-1) (a-2) (b)  

図 4 各機能の処理プロセス 

 

表 3 「ユーザ登録」機能の関数仕様 

関数名 add_user 

引数 

名前 説明 

uname 学習ユーザの名前 

user_id ログイン ID 

app_login_id ログインパスワード 

返り値 
成功時：0  

失敗時：エラー内容の文字列 

 

表 4 「アプリ追加」機能の関数仕様 

関数名 add_application 

引数 

名前 説明 

app_name 
追加する学習アプリケー

ションの名前 

user_id 

学習ユーザが学習アプリ

ケーション内でログイン

するときの ID 

返り値 
成功時：0  

失敗時：エラー内容の文字列 

 

ユーザ登録，アプリ追加，閲覧者登録，コイン枚数

取得（自分／閲覧者のコイン確認），アプリ登録，コイ

ン追加の各機能の関数設計を表 3～表 8 に示す． 

 

表 5「閲覧者登録」機能の関数仕様 

関数名 add_permitted_viewer 

引数 

名前 説明 

uid 
コイン枚数の閲覧を許可

する閲覧者のユーザ ID 

返り値 
成功時：0  

失敗時：エラー内容の文字列 

 

表 6「コイン枚数取得」機能の関数仕様 

関数名 get_coin_num 

引数 

名前 詳細 

app_id アプリケーションの ID 

app_pass 
アプリケーションのパス

ワード 

app_login_id 
アプリケーション内での

ユーザのログイン ID 

uid ログインユーザ ID 

tuid 
対象とする学習ユーザ

ID 

返り値 

成功時：学習ユーザ指定時は，そのユー

ザのコインの枚数の整数値  

失敗時：エラー内容の文字列 

 

表 7 「アプリ登録」機能の関数仕様 

関数名 regist_application 

引数 

名前 詳細 

app_name 
登録する学習アプリケー

ションの名前 

app_pass 
学習アプリケーションに

対するパスワード 

app_domain 
Webアプリケーションの

場合のドメイン名 

genre 
学習アプリケーションの

ジャンル 

返り値 
成功時：アプリ ID 

失敗時：エラー内容の文字列 
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表 8 「コイン追加」機能の関数仕様 

関数名 add_coins 

引数 

名前 詳細 

app_id 
学習アプリケーション

ID 

app_pass 
学習アプリケーションの

パスワード 

app_login_id 

学習アプリケーション内

の学習ユーザのログイン

ID 

num_coins 追加コイン枚数 

返り値 
成功時：コイン枚数の整数値 

失敗時：エラーの内容の文字列 

3.3 e-Coin システムの組み込み方法 

図 5 に示すように，e-Coin システムを学習アプリ

ケーションで利用可能にするためには，学習アプリケ

ーション側でコイン算出機能，コイン追加機能，コイ

ン枚数確認機能を実装する必要がある．コイン追加機

能とコイン枚数確認は e-Coin システムと HTTP を用

いて通信処理を行うことを想定している．また， コイ

ン算出機能は，学習アプリケーションで独自に定義す

る必要がある． 

 

アプリケーショ
ンのコード

プラグインモジュール

スコアなどからコインを
算出するモジュール

コイン枚数確認

コイン追加

e-CoinシステムAPI
提供モジュール

学習アプリケーションで独自
に実装するモジュール

 

図 5 モジュールの組込 

 

コイン追加機能とコイン枚数取得機能の組み込み方

法について説明する． コイン追加機能およびコイン枚

数取得機能の実装について，JavaScript コードを表 9

と表 10 に示す．これらの実装コードでは，e-Coin シ

ステムとの通信処理に ajax 機能を利用している． 

 

表 9 コイン追加機能 add_coin の実装 

$.ajax({ 

   url : 'http://xxx.ac.jp/new/e-coin/api/add_coins.php', 

   type: 'POST', 

   data: { 

      'app_id': application ID, 

      'app_pass': application password, 

      'app_login_id': user’s login ID for current app, 

      'num_coins': number of coins 

   } 

}) 

.done(function (data) { 

   // 通信終了後の処理内容 

}); 

 

表 10 コイン枚数取得機能 get_coin_num の実装 

$.ajax({ 

   url :'http://xxx.ac.jp/new/e-coin/api/get_coin.php', 

   type;'POST', 

   data:{ 

      'app_id': application ID, 

      'app_pass': application password, 

      'app_login_id': user’s login id for current  app 

// it is optional 

   } 

}) 

.done(function (data) { 

   // 通信終了後の処理内容 

}); 

 

個々の学習アプリケーション毎に，コイン算出機能

を実装する必要がある．コイン算出機能は学習者の学

習の学習量や達成度等をコインに変換する機能である．

コイン算出機能の実装例を表 11 と表 12 に示す．表 

11 は，学習アプリケーションでのスコア(score)をコイ

ン枚数に算出する例である．また，表 12 は，学習ア

プリケーションでの正答率(correct_rate)をコイン枚

数に算出する例である．算出したコインを e-Coin シス
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テムに送信するタイミングは，個々の学習アプリケー

ションの仕様に依存する． 

 

表 11 コイン算出機能の実装例 1 

coin_translate ( score ) { 

 0 ∶ score ≤ 100 

 10 ∶ 100 < score ≤ 200 

 20 ∶ 200 < score 

} 

 

表 12 コイン算出機能の実装例 2 

coin_translate ( correct_rate ) { 

 0 ∶ correct_rate ≤ 30 

 10 ∶ 30 < correct_rate ≤ 70 

 20 ∶ 70 < correct_rate 

} 

4. 実行結果 

watcher A

ユーザ名 : user A

ログイン名：123 

English Math

ユーザ名：user B

ログイン名：456

アプリケーション

学習ユーザ

閲覧者

アプリケーションの利用

学習状況の閲覧

 

図 6 学習ユーザ A と B の学習状況 

 

本章では，図 6 に示すように，学習ユーザ A が 2 つ

の学習アプリケーション English と Math を組み合わ

せて学習しており，学習ユーザ B が Math のみで学習

している状況において，e-Coin システムとの連携によ

るコイン表示実行結果について確認する．表 13 表 13

に示す疑似コイン獲得履歴データを用いた実行結果を

図 7～図 9 に示す．図 7 と図 8 に示す結果より，e-

Coin システムを用いて，異なる学習アプリケーション

における学習状況をコイン枚数として算出して統合的

に表示可能であることが確認できる．また，同様に図 

9 に示す結果より，許可された他者（学習ユーザ B）

によるコイン獲得状況の閲覧機能も，個々のアプリケ

ーションに組み込み可能なことも確認できる． 

 

表 13 学習ユーザ A と B のコイン獲得履歴 

ユーザ名 アプリ名 コイン枚数 日付 

user A English 1 03-12 

user A English 2 03-12 

user A English 3 03-13 

user A English 2 04-13 

user A English 3 05-13 

user A English 1 05-15 

user A Math 1 04-11 

user A Math 2 04-15 

user A Math 2 05-11 

user A Math 3 05-14 

user B Math 3 05-11 

user B Math 5 05-12 

user B Math 6 05-13 

user B Math 4 05-14 

user B Math 2 05-15 

 

 

図 7 日ごとのコイン獲得履歴の表示結果 

（学習ユーザ A） 
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図 8 月ごとのコイン獲得履歴の表示結果 

（学習ユーザ A） 

 

 

図 9 閲覧者 A による学習ユーザ B の 

コイン獲得履歴の閲覧結果 

5. まとめ 

本研究では，複数の e-Learning システムを対象と

して，個々の学習状況を統合して管理することを目的

とした e-Coin システムの設計手法について述べた．実

際に構築したプロトタイプを用いた実験により，e-

Coin システムを適用することにより，学習ユーザの学

習状況（学習時間や達成度）をコインというスコア化

された指標に基づいた評価機能，および異種の学習ア

プリケーションにまたがった総合的な評価機能を組み

込み可能なことを確認することができた． 

今後は，より実際的なシステムとして運用を目指し

て，e-Coin システムの諸機能群をプラグインとして利

用可能なようにライブラリ化していくとともに，ゲー

ミフィケーションの効果が体感できるようなユーザイ

ンタフェースを構築していくことが課題として挙げら

れる．さらに，学習者の学習状況や達成度をコイン量

に変化する処理において，例えば，ある問題を，同じ

時間や同じ正答率で解いたとしても，既に何回も解い

ており，既にコインも獲得している状況であれば，そ

の問題を再度解くことによって獲得できるコインの枚

数を減らす機能等を導入することが有用であるように

思われる．このように，ゲーミフィケーション等にも

着目しながら，学習者の成長度合い，学習者の学習ア

プリケーションに対するレベル，学習ユーザの行動パ

ターン等によって，コインの算出方法をダイナミック

に調整する手法を検討していく予定である． 
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This paper presents an integration of English learning applications for managing learning progress 

using e-Coin system．We design and develop a mechanism that allows us to comprehensively evaluate 

daily learning efforts and achievement in English learning using e-Coin system. This mechanism 

makes it possible to encourage English learners for their continuous learning by scoring and ranking 

the daily learning effort and achievement in different English learning applications using a coin 

measure. In the experiment, we confirmed that learning motivation of English learners can be 

improved using our learning systems integrated by e-Coin system. 

キーワード: 外国語学習，e-Learning，ゲーミフィケーション，英語教育，リスニング，スピーキング

1. はじめに 

PC だけでなく，スマートフォンやタブレット上で

利用可能な学習アプリケーションが普及し始めている．

これらの学習アプリケーションでは，学習内容は，英

語，数学，理科，社会等の教科科目から，ブロック組

み立てやパズルを用いた知育学習まで多岐にわたって

いる．また，Web アプリケーションとして Web ブラ

ウザ上で使用できるものと，アプリとしてインストー

ルが必要なものがある．学習者は自分の目的や学習方

法，およびデバイス環境に合った学習アプリケーショ

ンを選択して，それらを組み合わせて学習することが

可能となっている． 

これらの学習アプリケーションを用いた学習におい

て，著者らは，複数の学習アプリケーションにおける

学習状況を統合して管理することを目的とした「e-

Coin システム」を提案・開発している．e-Coin システ

ムは，個々の学習アプリケーションを利用した学習に

おける日々の努力や達成度を幅広く汲み取ることによ

り，コインという多くの人にわかりやすい指標でスコ

ア化し提示することで，学習者の動機付け効果を高め

ることを目指している． 

一方，著者らはこれまでに，日本人が苦手とするス

ピーキングやリスニング能力を養うことを目的とし，

英語リスニング学習アプリケーション(2)，および，英

語スピーキング学習アプリケーション(3)を開発・運用

してきた．これらの英語学習アプリケーションを，単

一ではなく，組み合わせて学習していくことでより総

合的な「英語力」を養うことが可能になると考えられ

る．e-Coin システムは，このように個々の学習アプリ

JSiSE Research Report 
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ケーションの学習状況を統合して管理する用途にも利

用することができる． 

本研究では，個々の独立した英語学習アプリケーシ

を対象として，e-Coin システム導入することにより，

英語学習における日々の努力や達成度等を総合的に評

価・把握する仕組みについて検討する．また被験者数

名による学習実験により，e-Coin システムにより 2 つ

の英語学習アプリケーションの進捗状況を統合管理し，

各学習アプリケーションにおける日々の学習努力や達

成度を「コイン」によってスコア化・ランキングする

ことにより，学習者の学習意欲の向上が可能であるか

を確認する． 

2. 関連研究 

日本人の英語学習支援を目的として，これまでに

様々な学習方法や e-Learning システムおよび学習状

況管理システムの提案・開発がなされてきた． 

文献(3)では，グループ単位で課題を解決する協働学

習によって学習者の情意フィルターを下げることで，

英語学習への学習意欲が向上したと報告している．ま

た高濱らは，継続学習を促すことを目的として，学習

者同士の教え合い機能を盛り込んだ e-Learning シス

テムを提案し，その機能の有効性を示した(4)．安西は，

MOOC（Massive Open Online Course）に英語・母国

語それぞれの字幕を付けることによる英語学習効果や

学習者の学習意欲の変化を検証し，字幕が英語を母国

語とする，あるいは第二外国語とする学習者にも有益

な学習支援であることを明らかにしている(5)．佐藤ら

は，英語学習状況を分析し，学習指導の支援，教材の

改善などを目的として，見る，解くといった学習者の

詳細な閲覧ログを記録・分析するシステムを開発して

いる(6)． 

3. e-Coin システム 

e-Coin システムは，複数の e-Learning システムに

おける学習状況を統合して管理することを目的とし，

それぞれの学習者の学習状況を「コイン」というメタ

ファーを用いてスコア化する機能を備えたシステムで

ある． 

 
図 1 e-Coin システムの概要 

e-Coin システムの概要図を図 1 に示す．e-Coin シ

ステムには，下記のように 3 つの特徴がある． 

1. e-Coin システムは既存の学習アプリケーション

に機能拡張する API として設計・開発されるため，

導入が容易である．学習アプリケーション側は，

学習時間や学習達成度をコイン情報に算出する

関数と，コイン情報を e-Coin システムに送信す

る関数を追記するだけで，e-Coin システムと連携

することができる． 

2. 学習者の日々の学習努力や達成度を，「コイン」と

いう理解しやすい尺度を用いて直感的に把握す

ることができる．例えば，学習者が複数の学習ア

プリケーションを組み合わせて学習している場

合においても，学習者の学習時間や達成度に基づ

いてスコア化されたコイン値を閲覧することに

より，閲覧権限さえあれば誰でもその学習者の

日々の頑張り具合を確認することができる．この

ように学習者以外の他者（閲覧者）が学習者の頑

張り具合を把握することができれば，その学習者

に対して「報酬」を与えることができるようにな

り，それが学習者の学習意欲を高めるというサイ

クルを生み出すことも可能になると考えられる．

ここで，「報酬」とは親が学習者を褒めること，教

師がセミナー等で学習者の成績として加点する

こと，学習者同士の懇親会等で学習者に特別賞を

与えること等，幅広い報奨行為も含んでいる． 

3. 学習者が複数の学習アプリケーションの学習状

況を統合的に把握することが可能である．個々の

独立した学習アプリケーションにおける学習状

況をコイン値として算出し，学習アプリケーショ

ン毎に加算していくことで，学習者の日々の学習

努力等を幅広く汲み取ってスコア化することが

できる．例えば，化学元素を学ぶ学習アプリケー
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ション，化学反応を学ぶ学習アプリケーション，

人体構造を学ぶ学習アプリケーションを組み合

わせて学習を行っている場合，e-Coin システムを

導入することにより，コイン値を用いてその学習

状況を一括してスコア化，および把握することが

可能となる． 

 

4. e-Coin システムの導入による英語学習ア

プリケーション群の連携 

本章では，e-Coin システムの導入による英語学習ア

プリケーション群の連携について述べる．また，連携

する英語学習アプリケーションの概要について述べる． 

4.1 システム構成 

図 2 に，e-Coin システムの導入によって英語学習ア

プリケーション群を連携したシステムの構成図を示す． 

  
図 2 システム構成図 

本システムは，著者らが独自に開発している英語リ

スニング学習アプリケーション（以下，e-Listening）

と英語スピーキング学習アプリケーション（以下，e-

Speaking）を対象として e-Coin システムを適用する

ことにより，個々の学習アプリケーションごとの学習

努力や達成度をコイン量によるスコアを用いて学習者

に提示する．また，本システムは，コイン量を用いた

スコアの比較による学習者間のランキング提示機能も

備えている．コインという誰にでもわかりやすいメタ

ファーを用いた学習スコアによるランキングは，

TOEIC の点数等の直接的な学習スコアを他の学習者

と比べることに抵抗を感じる学習者に対しても，柔ら

かい競争意識による学習意欲の向上を促す効果が期待

できる． 

4.2 e-Listening システム 

e-Listening システムは，Web ブラウザから利用可

能な英語リスニング学習支援システムである．図 3 に，

e-Listening システムにおける問題画面のスナップシ

ョットを示す． 

 

 
図 3 e-Listening システムの問題画面の例 

e-Listening システムは，選択された英文を対象とし

て，指定された数のランダムな穴埋め箇所を含むリス

ニング問題を生成し，学習者に提示する．学習者は問

題音声を聞き，空欄箇所の単語について，聞き取れた

かどうかをクリック操作によって解答する．また，学

習者の解答と全空欄数から，問題ごとの正答率を算出

することも可能である．本システムでは，1 問題解答

するごとに，正答率に基づいてコインを獲得すること

ができる． 

4.3 e-Speaking システム 

e-Speaking システムは，Web ブラウザから利用可

能な英語スピーキング学習支援システムである．図 4

と図 5 に，e-Speaking システムにおける問題生成画面

および問題画面のスナップショットを示す． 

 
図 4 e-Speaking の問題生成画面の例 
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図 5 e-Speaking の問題画面 

 

e-Speaking システムは，図 4 に示す問題生成画面に

あるテキストエリアに入力した英単語または英文から，

図 5 に示すようなスピーキング問題を学習者に提示す

る．学習者はマイクに対して問題の英単語または英文

を発音することによって解答する．解答後，学習者は

自身の発音した単語および発音問題の正誤判定を確認

することも可能である．本システムでは，問題に対し

て発音練習を行う毎に，正誤判定に基づいてコインを

獲得することができる． 

5. 実験 

4 章で示したシステムを用いた学習実験により，コ

インによる学習スコアの提示およびランキングによっ

て学習者の学習意欲が向上可能であるか確認する．今

回の実験では，連携するシステムとして，e-Listening

システムと e-Speaking システムを適用した． 

5.1 実験環境 

表 1 に，本実験の被験者となる学習者の内訳を示す．  

また表 2 に，本実験における各英語学習アプリケーシ

ョンのコイン獲得条件を示す． 

表 1 被験者の内訳 

人数 所属 性別 リスニング力

1 大学生 女性 初級 
4 大学生 男性 初級 
3 大学院生 男性 初級 

表 2 各学習アプリケーションのコイン獲得条件 

学習アプリケーション コイン獲得条件 

e-Listening 

問題の英単語数 × 
判定値※ 

※正解：1.0 不正解：0.5 

e-Speaking 
1 問題で聞き取れた 
英単語数 

5.2 実験方法 

5.1 節の表 1 に示す被験者に，4 章で示したシステ

ムを用いて学習してもらう．コインによる学習スコア

に応じたランキング結果の提示により，学習者の学習

意欲が向上可能であるかを，学習後のアンケート結果

を分析することにより確認する． 

5.3 実験結果 

表 3 と図 6 に，実施した 6 つのアンケート質問の内

容とその結果を示す． 

表 3 アンケート質問の内容 

No. アンケート質問内容 

Q1 英語学習に興味がありますか？ 

Q2 英語学習に苦手意識がありますか？ 

Q3
e-Coin システムを導入した英語学習の仕組み

は理解できましたか？ 

Q4
e-Coin を導入することで，学習意欲に変化は 

ありましたか？ 

Q5
コインのランキング化によって，学習意欲に 

変化はありましたか？ 

Q6
今後も e-Coin システムを用いて英語学習を 

継続したいと思いましたか？ 

 

 

(a) Q1 の回答結果 (b) Q2 の回答結果 

 

(c) Q3 の回答結果 (d) Q4 の回答結果 

 

(e) Q5 の回答結果 (f) Q6 の回答結果 

図 6 アンケート結果 

0 2 4 6 8

はい

いいえ

0 2 4 6 8

はい

いいえ

0 2 4 6 8

向上した

変化なし

低下した

0 2 4 6 8

向上した

変化なし

低下した

0 2 4 6 8

とても思った

思った

どちらとも⾔えない

思わなかった
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Q1 と Q2 は，被験者となる学習者の英語学習に対す

る意識を確認する質問であり，全員が「英語学習意欲

はあるが，苦手意識もある」学習者であるという結果

であった．Q3 は，e-Coin システムを導入した英語学

習の仕組みを学習者が理解していたかどうかを確認す

る質問であり，8 人中 7 人というほとんどの学習者が

この仕組みを理解していたという結果であった．Q4 は，

コインによる学習スコアの提示によって学習者の学習

意欲が向上可能であるか確認する質問であり，7 割以

上の学習者の英語学習意欲が向上したという結果であ

った．これにより，コインの提示によって学習者の学

習意欲が向上可能であることを確認した．一方で，8 人

中 2 人が「変化なし」と回答している．この結果は，

本実験が中・長期的ではなく短期的であったため，一

部の学習者には，コインの提示による学習者の学習意

欲向上効果が小さかったためであると考えられる．Q5

は，コインによる学習スコアのランキングによって，

学習者の学習意欲が向上可能であるか確認する質問で

あり，7 割以上の学習者の英語学習意欲が向上したと

いう結果であった．これにより，学習スコアのランキ

ングによって学習者の学習意欲が向上可能であること

を確認した．一方で，8 人中 2 人が「変化なし」と回

答している．この結果から，コインというわかりやす

いメタファーを用いたランキングにおいても，一部の

学習者は，他の学習者と比較されることへの抵抗感を

感じていることがわかった．Q4，Q5 から，学習者へ

のコインおよびランキングの提示方法について，学習

者の学習意欲が向上するように工夫していく必要性が

ある．Q6 は，e-Coin システムを複数の英語学習アプ

リケーションに組み合わせた学習によって，学習者の

英語学習意欲の向上が可能であるか確認する質問であ

り，学習者全員が英語学習継続への意思を示したこと

から，学習者の英語学習意欲の向上が見込める結果で

あった． 

6. まとめ 

本研究では，著者らが独自に開発した各英語学習ア

プリケーションに e-Coin システムを組み込むことに

より，英語学習における日々の努力や達成度等を総合

的に評価・把握する仕組みを検討した．実験により，

コインを用いた学習スコアおよびランキング提示によ

り，学習者の学習意欲が向上可能であることを確認で

きた． 

今後の課題として，e-Coin システムにより連携する

英語学習アプリケーションの追加を行った上で，中・

長期程度の実証実験を実施することが挙げられる．実

証実験では，個々の学習アプリケーションにおける学

習状況や成果をコイン量としてスコア化して提示する

機能について，学習継続率の向上にどの程度寄与する

かを定量的に評価していく予定である．  
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LINEグループで返信ができないことでネガティブ感情が 

生じるまでの時間：LINEメール依存度の影響に注目して 
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Negative emotions arising with inability to reply quickly 

in LINE group communication:  

Focusing on the LINE text-messaging dependency 
 

Kiminori Usuki *1, Yasuyuki Ozawa *2, Shogo Kato *3, Yuuki Kato *4 

*1 Tokyo Metropolitan Mizuho Nougei High School, *2 Meisei University  
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LINE グループで他のメンバーが送信したメッセージに対して返信ができずに送信者らを待たせている
状況において，待たせている側のメンバーに不安と罪悪感が生じるまでの時間を調べた．なお，未読／

既読状態，LINEグループの種類，LINEメールへの依存度との関連にも着目した．主な結果としては，
意識して作られたグループにおいて，LINE への依存の影響が大きく，依存度の高い人の方が不安，罪
悪感をより短い時間で生じさせることがわかった．  
 
キーワード： スマートフォン，LINEアプリケーション，SNS，LINEメール依存，大学生 

 

１. はじめに  

LINEとは，音声電話やメールを通して個人・グルー
プ単位でのやり取りができるアプリである．グループ

単位のメールでは，返信ができないことで，グループ

に所属する他の者を待たせる場合がある．加藤ほか

（2018）は，LINEグループで返信を待たせる場合に
ネガティブ感情が生じると述べている（1）．また，そこ

で生じるネガティブ感情には，LINEメール依存が影響
していると考えられる（2,	3,	4）．そこで，本研究では，

LINEグループにおいて返信をできない状態がどのぐ
らい続くと受信者にネガティブ感情が生じるのかを，

LINEメール依存度の影響に着目して分析した． 
 

２. 方法  

 2017年 11月に首都圏の女子大学の学生 183名（平
均年齢 20.27歳（標準偏差 1.17））を対象に質問紙調査
を行った．なお，調査対象者は LINE を普段から利用
しており，LINEの友だち数の中央値は 150人，LINE
のグループ数の中央値は 33グループであった． 

質問紙は，フェイスシート，LINE依存度を測定する
尺度に加えて，筆者らが設定した５種類の LINE グル
ープ（家族G，恋愛G，友人G，ゼミG，年上G）に，
調査対象者以外のメンバーが休日の正午に，意見や回

答等の返信を求めるメッセージを送信したときに，調

査対象者が返信をせずに未読状態を続けていること，

返信をせずに既読状態を続けていることで，調査対象

者に「不安」，「罪悪感」が生じ始めるタイミングを回

答してもらった.「不安」と「罪悪感」が生じるタイミ
ングは，１時間刻みで 25 段階（当日の 13 時から翌日
の 13 時まで）及び「翌日の 13時よりも後」，「生じな
い」の全 27 の選択肢から回答を求めた．したがって，
「不安」と「罪悪感」の生じるタイミングの選択肢は

一部等間隔ではない．しかし，分散分析の利便性を優

先し，この 27段階をそのままタイミング得点，すなわ
ち当日の 13 時を１点とし，生じないを 27 点として分
析に用いた． 
	 LINE メール依存度の測定には，「携帯メール依存尺
度（短縮版）」（5）を用いた．この尺度の各質問項目では
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コミュニケーションツールが「メール」になっている

が，本調査ではこれらを LINE に置き換えた．この尺
度は「情動的な反応」，「過剰な利用」，「脱対人コミュ

ニケーション」の３つの下位尺度から構成され，各下

位尺度で５項目があり，それぞれ５段階評定（1: 全く
あてはまらない ～ 5: 非常にあてはまる）で回答を求
める形式であった． 
 

３. 結果と考察 

LINEメール依存度による分類は，調査対象者ごとに
各下位尺度の得点の平均値を計算し，これら３つの値を

変数としたTwo step cluster analysisをSPSS 24を使っ
て行った．その結果，調査対象者は２つのクラスターに

分けられた．表１に，２つのクラスターの各下位尺度の

平均値及び，それらの平均値を下位尺度ごとにクラスタ

ー間で比較した結果を示す．表１に基づいて，クラスタ

ー１（n = 110）を依存高群，クラスター２（n = 73）を
依存低群とした．	 	  
分析は，「不安」と「罪悪感」の感情それぞれにおけ

るタイミング得点に関して，状態（既読，未読）× グ
ループタイプ（家族G，恋愛G，友人G，ゼミG，年上G）
× LINEメール依存度（依存高群，依存低群）の三要因
分散分析を行った．LINEメール依存度，状態，グルー
プごとに「不安」のタイミング得点を図１，「罪悪感」

のタイミング得点を図２にまとめた． 
「不安」のタイミング得点に関する LINEメール依

存度，グループタイプ，状態の主効果を検討した．そ

の結果，LINEメール依存度（F(1, 179) = 3.96, p<.05）
とグループタイプ（F(4, 716) = 10.99, p<.001）には主
効果が認められたが，状態には認められなかった． 
また，LINEメール依存度 × グループタイプ（F(4, 

716) = 2.52, p<.05），LINEメール依存度 × 状態（F(1, 
179) = 3.22, p =.07），グループ × 状態（F(4, 716) = 
3.81, p<.01）において交互作用が認められた．下位検
定を行った結果に示された傾向の一部を以下に述べる． 
グループタイプごとの LINE メール依存度間の単純

主効果の検定を検討した結果，依存低群と比較して依

存高群の方が，家族 G（p<.01），恋愛 G（p<.05），
友人 G（p<.05）において，有意にタイミング得点が低
い．つまり，短い時間で「不安」が生じる傾向が認め

られた．“自動的”にグループを作られるわけではな

い家族 G，恋愛 G，友人 Gは，所属先のメンバーがそ
のままグループのメンバーにもなるような，“自動的”

に作られるグループであるゼミ Gや年上 G（サークル
の先輩やアルバイトの上司が含まれるグループ）より

も親密度が高いと考えられる．このことから，LINEメ
ール依存高群は，親密度が高いグループにおいて，よ

り早く「不安」が生じやすいといえる． 
LINE メール依存度ごとの状態間の単純主効果を検
討した結果，未読と比較し既読の方が，依存低群

（p=.07）において，有意に短い時間で「不安」が生じ
る傾向が認められた．すなわち依存低群の方が，より

未読／既読状態の違いを意識するのかもしれない． 
「罪悪感」のタイミング得点に関する LINE メール

依存度，グループタイプ，状態の主効果を検討した結

果，LINEメール依存度（F(1,179) = 2.82，p =.10），
グループタイプ（F(4, 716) = 13.79,  p<.001），状態
（F(1, 179) = 5.57,  p<.05）の全てにおいて有意な差
が認められた．また，LINEメール依存度 × グループ
タイプ（F(4, 716) = 4.73, p<.001），LINEメール依存
度 × 状態（F(1, 179) = 5.72,  p<.05），グループ × 状
態（F(4, 716) = 3.43,  p<.01）において交互作用が認
められた．下位検定を行った結果に示された傾向の一

部を以下に述べる． 
グループタイプごとの LINEメール依存度間の単純

主効果を検討した結果，依存低群と比較して高群の方

が，家族 G（p<.05），恋愛G（p<.05），友人G（p<.01）
において，有意にタイミング得点が低い．つまり，短

い時間で「罪悪感」が生じる傾向が認められた．これ

は，「不安」の結果と一致する． 
LINE メール依存度ごとの状態間の単純主効果を検
討した結果，未読と比較して既読の方が，依存低群

（p<.01）において有意に短い時間で「罪悪感」が生じ
る傾向が認められた．これも「不安」の結果と一致す

る．  

表１	 クラスターごとの各下位尺度の得点の平均値	

 情動的な 
反応 

過剰な 
利用 

脱対人 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

クラスター1 3.10 (0.71) 3.21 (0.77) 2.55 (0.64) 

クラスター2 1.82 (0.54) 2.47 (0.86) 1.56 (0.42) 

p *** *** *** 

(  )内は標準偏差．p = t検定の有意確率, *** p < 0.001. 
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４. まとめと今後の課題  

	 LINEグループで返信ができないことでネガティブ
感情が生じるまでの時間をLINEメール依存度と併せ
て検討したところ，家族，恋愛，友人という意識して

作るグループにおいて，LINEへの依存の影響が大きく，
依存度の高い人の方が不安，罪悪感をより短い時間で

生じることがわかった． 
	 今後の課題としては，LINEメール依存とグループと
の関係性の詳細な分析などが挙げられる． 
 
 
本研究は，科研費18K02871，18K02912の助成を受

けて実施しました。感謝致します。 
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図１	 項目ごとの「不安」が生じるタイミング得点	

	

図２	 項目ごとの「罪悪感」が生じるタイミング得点	
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シャトル型コミュニケーションのKeyPaSSによる質的分析の試み 
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授業でのシャトル型コミュニケーション（SC）は，2 人 1 組のペア内で，受講生は授業終了時に，担当教員は次

の授業開始時に，交互に 1 通のメッセージを発信する．この SC は，学習意欲の向上や授業内容の理解の促進

が期待されるが，ペア内でどのような対話が効果的なのかは明らかになっていない．そこで，本研究では，授業で

収集した 1 クラス分の SC のメッセージに，我々が開発した質的データ分析法の KeyPaSS を適用し，どのような対

話が行われたのかを分析している．本稿では，1 組分の分析から明らかになった対話パターンを報告する． 

キーワード: シャトル型コミュニケーション，質的データ分析法，学習意欲，KeyPaSS，対話パターン 

1. はじめに 

授業でのシャトル型コミュニケーション（SC）は，受講生と

担当教員の 2 人 1 組のペア内で行われ，まず，授業の終

了時に個々の受講生が担当教員宛に 1 通のメッセージ

（自由記述）を送信する．次に，それを次の授業の開始時

までに担当教員が読んで個々の受講生宛に 1 通のメッセ

ージを返信する．そして，それを次の授業の開始時に個々

の受講生が読む．以上のサイクルを繰り返す．この SC は，

受講生の学習意欲の向上や授業内容の理解の促進が期

待されている(1)~(5)． 

しかしながら，ペア内でどのような対話を行えば効果的

なのかは，SC で交わされたメッセージ（質的データ）に基

づき明らかにされていない．そのため，効果的なSCのため

に参考となる知見が得られておらず，発信者（特に担当教

員）は，SC での対話を試行錯誤せざるを得ない． 

そこで，我々は，SC を取り入れた授業において，学生か

ら高評価を受けて表彰された経験を持つ教員の授業で収

集した SC のデータに着目した．現在，我々は，その 1 クラ

ス分（8 組のペア）の SC のメッセージに，我々が開発した

質的データ分析法の KeyPaSS(6)~(8)を適用し，各ペア内で

どのような対話が行われたのかを分析している． 

本稿では，SCのデータの 1組分にKeyPaSS を適用して

明らかになった対話パターンを報告し，その特徴や SC で

の対話が受講生に与えた効果（影響）を議論する．そして，

残る 7 組分の分析における課題を確認する． 

2. SC を対象とした質的分析 

2.1 SC を対象とした質的分析の目的と目標 

本研究の最終的な目的は，効果的な SC のために参考

となる知見を構築することであるが，1 クラス分（8 組のペア）

の SC のデータを分析する目的は，SC での対話が受講生

に与えた効果（影響）を明らかにすることである．この目的

のために，本研究では以下に示す３つの目標を立てた． 

（１）目標 1：1 クラス分（8 組のペア）の SC のデータ内の

全ての対話パターンを明らかにする． 

（２）目標2：目標 1の結果から，データ内での対話パター
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ンの特徴を確認する． 

   （３）目標 3：目標 2 を踏まえながら，担当教員による

記述が受講生に影響を与えたと思われる記述を確認

する． 

なお，対話パターンとは，SCにおける１通のメッセージを

構成する１つの話題が他のメッセージを構成する話題と連

鎖している（対応している）ときの状態をパターンとして示し

たものである．KeyPaSS では，この対話パターンを，連鎖回

数，発信者の組合せ，シーケンスという同一形式で捉

える(6)~(8)． 

ここで，連鎖回数とは，話題が連鎖している回数のこと

で，連鎖しない単独の話題は 0 回として記述する．また，

発信者の組合せとは，その連鎖での発信者を順次組合せ

たもので，シーケンスとは，その連鎖している各話題の内

容を抽象化したものを順次繋げたものである．  

例えば，受講生のメッセージの中の質問の話題に対し

て，担当教員がメッセージの中で解説の話題を返答してい

た場合には，「質問」の話題が「解説」の話題に連鎖してい

るので，連鎖回数は 1 回，発信者の組合せは「受講生・担

当教員」，シーケンスは「質問・解説」となる． 

2.2 質的データ分析法の KeyPaSS の試行 

今回，分析の対象としたデータは， SC を取り入れた授

業として X 大学の 2014 年度秋学期の授業で交わされた

ステ
ップ

概要 詳細

<0> データのセグメント化
1組分につき１つの分析シートで，データを１通毎のメッセージに分割（セグメント化）して，その
通し番号，発信者，発信日等を併記．（句点や改行がある場合は，それを基準にしてさらに分割）

<1> 着目する語句の明確化 <0>の各セグメントの中で着目する語句を抽出． （着目：個々の話を区別しそれらを網羅的に選択）

<2> 着目した語句の一般化
<0>で併記した発信者，発信日等から得られるデータ外の情報（記入時に影響した可能性のある要因）
※１も踏まえて，<1>で着目した語句の意味や文脈を解釈して，その主部と述部を推測（不足部分は恣
意的にならない範囲で推測）しながら，なるべく一般的な用語で名詞句にして記述．

<3>
データ外
の概念に
よる説明

①キーワード化と
語句の記述

データ内（1組分あるいは複数組分）で，<2>の全ての語句を順次比較しながら，その語句をカテゴリ
名・特性・次元の枠組みで捉え直したキーワードを検討（別紙に記録※２）して，その枠組み上の各
要素（カテゴリ名・特性・次元）のキーワードを繋げた語句を記述．

②プロセス上の
要素の記述

１つの分析シートの中で，<3>①で記述した語句の間で因果関係（例：現象→行為→帰結）のプロセス
を検討し，<3>①の語句の隣にプロセス上の要素を表す語を併記．（要素の例：原因，結果など）

<4>

浮上
する
テー
マの
記述

①グループ化
<3>①で検討したカテゴリや，<3>②で記述したプロセス上の要素を参考に，１通のメッセージの中で
繋がりの強いキーワードを，１つのグループ（メッセージを構成する１つの話題）として抽出．

②ストーリーライン化 <4>①のグループ毎に，その中のキーワードを繋げて筋の通った話を記述．（ストーリーライン化）

③テーマの記述 <4>②のストーリーラインを要約した語句をテーマ(話題のタイトル）として記述．

<5> 疑問・課題 <0>～<4>の手続きが適切だったかどうかを振り返って確認しながら，分析上の疑問や課題を記録．

<6> テーマの関連図の作成
１つの分析シートの中の<4>③の全テーマについて，<3>②で記述したプロセス上の要素を参考に，1通
のメッセージの中だけで他のメッセージに繋がらないテーマは単独で，複数のメッセージを跨いで連
鎖するテーマは各テーマの間を矢印で繋げて書き出して，テーマの関連図を作成．

<7>
対話パターン化と
その関連図の作成

データ内（1組分あるいは複数組分）で，<6>の関連図の中の単独または連鎖するテーマを全て順次比
較しながら，それぞれを連鎖回数・発信者の組合せ・シーケンスの枠組みで捉え直した対話パターン
を検討（別紙に記録※２）して，<6>の関連図の中の全てのテーマの語句をシーケンスの要素を表す語
に書き換えた関連図を作成．(シーケンスの要素：<4>③のテーマの語句を，連鎖を構成する要素の部
分を表す語に抽象化）

<8> 追求すべき点・課題 <0>～<7>の手続きが適切だったかどうかを振り返って確認しながら，分析上の疑問や課題を記録．

※１ データ外の情報：SC以外で得られるデータ．授業記録（日誌）や日記，追加で実施したインタビューの回答などが想定される．
※２ 別紙（確認シート）に記録：同一形式の概念（キーワード，対話パターン）への抽象化を検討する際に，常に，記録・参照を行う．

図 1 KeyPaSS の手続きの概要 

表 1 授業記録の抜粋 

授業回 授業日
iConの
使用

概要

第1回 10月7日 無 ガイダンス
第2回 10月14日 有 データの収集と情報の信頼性
第3回 10月21日 有 スライドデザインのポイント

第4回 10月28日 有 グラフの見せ方１

第5回 11月4日 有 グラフの見せ方２

第6回 11月11日 有
ビジュアル・コンセプトと
ビジュアル・メタファー

第7回 11月18日 有
ビジュアルを使って

相手にメッセージが届いたか
第8回 11月25日 有 ロジックツリー１
第9回 12月2日 有 ロジックツリー２

第10回 12月9日 有
“聞かせる情報”と
プレゼンターの心得，

および発表準備
第11回 12月16日 有 発表準備
第12回 1月6日 有 発表準備
第13回 1月13日 有 発表準備とリハーサル
第14回 1月20日 有 発表会
第15回 1月27日 無 発表会
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SC から収集した 1 クラス分（8 組のペア）のメッセージであ

る．当該授業の担当教員は，学生による授業評価アンケ

ートで高評価を受けて，X 大学のベストプラクティス賞を受

賞した経験を持つ．我々は，このような経験を持つ教員の

授業における SC では，受講生の学習意欲の向上や授業

内容の理解を促進する効果的な対話を行っている可能性

が高いと考えた． 

この授業の授業回毎の概要を示した授業記録の抜粋を

表 1 に示す．この授業での SC は合計 13 回の授業で実

施された．また，この授業での SC は，我々が開発した SC

用ウェブアプリケーションの iConversation (以下 iCon) 

(9)~(11)を用いた．なお，この iCon を用いたデータの採取と

分析は，受講生と担当教員の双方のユーザーから予め承

諾を得ていたため，X 大学の規定では，学術研究倫理審

査を受ける必要は無かった． 

2.3 質的分析で用いた KeyPaSS の概要 

分析に用いた KeyPaSS (Keyword and dialogue Pattern 

of Shuttle-type communication analysis method based on 

SCAT) (6)~(8)は， SCAT (12),(13)をベースにして開発した，SC

のデータを想定（特化）した手法であり，SC のデータ内の

対話を，メッセージが送信されたタイミングや発信者に依

存することなく，同一形式の概念である対話パターンとして

抽出する．KeyPaSS の詳細は参考文献(6)~(8)を参照された

いが，KeyPaSS は図 1 に示す 9 段階のステップで手続き

を進めて，分析シートに分析のプロセスを記録する． 

3. KeyPaSS による質的分析の結果 

本稿の執筆時点では，1 組のペア分の分析が完了して

いたので，その結果を 2.1 節で述べた目標１～３に沿っ

て報告する．付録 1に分析シートの一部を抜粋して示す． 

なお，この 1 組のペア内（受講生 A と担当教員）で交わ

されたメッセージは合計 20 通で，1 通あたりの文字数は平

均で 100.9 文字，セグメント数（ステップ<0>）は７５件，着目

した語句数やカテゴリ名・特性・次元のセット数（ステップ

<1>～<4>①）は 118 件，ストーリーライン数やテーマ数（ス

テップ<4>②～<4>③）は 43 件であった． 

3.1 SC のデータ内の全ての対話パターン（目標１） 

KeyPaSS の適用によって明らかになった，1 組のペア

（受講生 A と担当教員）による SC のデータ内の全ての対

話パターンを表 2 に示す．データ内の全ての対話パター

ンは，26 種で合計 28 件となった．1 組のペア（受講生 A と

担当教員）内では，同様の対話パターンが出現したのは，

連鎖回数が 0 回である受講生 A の「意気込み」（2 件）と，

同じく担当教員の「目標の喚起」（2 件）だけであり，その他

表 2 受講生 A と担当教員による SC のデータ内の対話パターン 

連鎖回数 発信者の組合せ
挨拶 － － － 1
遅刻 － － － 1
感想 － － － 1

意気込み － － － 2
満足感 － － － 1

－ ツール説明 － － 1
－ 自己紹介 － － 1
－ 挨拶 － － 1
－ 激励 － － 1
－ 挨拶 － － 1
－ 目標の喚起 － － 2
挨拶 挨拶 － － 1
不安 解説 － － 1

授業評価 指導満足感 － － 1
共感 － － 1
予告 － － 1

授業評価 冷や汗顔文字 － － 1
期待感 補足 － － 1
意気込み 補足 － － 1
期待感 目標の喚起 － － 1
意気込み 目標の喚起 － － 1
意気込み 練習の推奨 － － 1
好奇心 － － 1
意気込み － － 1

担当教員・受講生 － 目標の喚起 意気込み － 1 1

３回以上
受講生・担当教員・
受講生・担当教員

意気込み 質問の推奨 対応の依頼 質問の歓迎 1 1 1

28 28 28

件数

6

13

7

13
14

シーケンス

０回
（単発）

受講生

担当教員

合計

１回
受講生・担当教員

参考意識

目標の喚起
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の対話パターンはデータ内で一度だけしか出現していな

い． 

3.2 データ内での対話パターンの特徴（目標２） 

3.1 節で示した表 2 の結果からデータ内での対話パタ

ーンの特徴を分析していく． 

まず，連鎖回数を見てみると，0 回（単発）となった対話

パターンが 11 種で 13 件，1 回となった対話パターンが 14

種で 14 件，3 回となった対話パターンが 1 種で 1 件であ

った．0回や1回となった対話パターンが多かった．その中

でも，連鎖回数が 1 回となった対話パターンは，発表者の

組合せで「受講生・担当教員」が多かった． 

次に，連鎖回数が 1回以上の対話パターン（15件）のシ

ーケンスの構造を見てみると，直線的なシーケンスが 13件，

「参加意識」から「共感」あるいは「予告」に分岐するシーケ

ンスが 1 件，「好奇心」あるいは「意気込み」から「目標の喚

起」に収束するシーケンスが 1 件であった．直線的なシー

ケンスが多かった． 

そして，発信者別にシーケンスの要素を見てみると，

受講生 A は「意気込み」（7 件）が多く，担当教員は「目標

の喚起」（6 件）が多かった．加えて，授業期間内での対

話パターンの時系列的な変化を見るために，対話パタ

ーンの関連図（ステップ<7>，詳細は図 1 を参照）の抜

粋を図 2 に示す．図 2 では，例えば，授業日の 10 月

21 日では，受講生 A によるメッセージは，「挨拶」と

「参加意識」の２つのシーケンスの要素に分割されて

いる．そして，その中の受講生 A の「参加意識」の要

素に対して，担当教員の「共感」の要素，あるいは「予

告」の要素が連鎖している（図中では矢印で該当する

話題同士の間が結ばれている）．この場合，対話パター

ンのシーケンスの構造は分岐している． 

この図 2 から，発信者別のシーケンスの要素で，受

講生 A の「意気込み」と，担当教員の「目標の喚起」

が 12 月 9 日以降に多かったことが確認できる． 

3.3 担当教員による記述が受講生に影響を与えたと

思われる記述（目標３） 

3.2 節で述べた発信者別のシーケンスの要素で，受

講生 A の「意気込み」と担当教員の「目標の喚起」が

多かった結果を踏まえながら，担当教員による記述が

受講生に与えた効果を見るために，発信者の組合せで

「担当教員・受講生」を含む対話パターンに注目する． 

受講生 A の「意気込み」と担当教員の「目標の喚起」

が含まれており，かつ，発信者の組合せで「担当教員・

受講生」を含む対話パターンは，12 月 16 日から 1 月 6

日にかけての連鎖回数1回，発信者の組合せ「担当教員・

図 2 対話パターンの関連図（抜粋） 

話題群１ 話題群２ 話題群３ 話題群４
（事前送信） 担当教員 ツール説明 自己紹介 挨拶

10月7日 (iConの使用無）
受講生A 挨拶 不安 　授業評価
担当教員 挨拶 解説 指導満足感 激励
受講生A 挨拶 参加意識
担当教員 共感 予告

10月28日 （欠席）
受講生A 　授業評価 意気込み
担当教員 冷や汗顔文字 質問の推奨
受講生A 期待感 対応の依頼
担当教員 補足 質問の歓迎

11月18日 （欠席）
受講生A 意気込み
担当教員 補足

12月2日 （欠席）
受講生A 遅刻 期待感 意気込み
担当教員 目標の喚起 目標の喚起
受講生A 感想 意気込み
担当教員 挨拶 目標の喚起
受講生A 意気込み 意気込み
担当教員 目標の喚起 練習の推奨
受講生A 好奇心 意気込み
担当教員 目標の喚起 目標の喚起
受講生A 満足感 意気込み

（返信無）
1月27日 (iConの使用無） －

－

11月11日

－

11月25日

－

12月9日

12月16日

1月6日

1月13日

1月20日

10月14日

10月21日

－

11月4日

授業日 発信者
対話パターンの関連図　（ステップ<7>）

－
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受講生」，シーケンス「目標の喚起・意気込み」である．

このシーケンスに該当する部分の授業日，発信者，担

当教員と受講生 A のメッセージ，および KeyPaSS を

適用したステップ<1>の「着目する語句の明確化」（詳

細は図 1 を参照）を抜粋したものを図 3 に示す．図 3

の中でシーケンスの「目標の喚起・意気込み」の部分

について，ステップ<1>の「着目する語句の明確化」で

は，担当教員が「プレゼンの準備は、これからが本番です

よ。グループメンバーとしっかり議論しながら、良いスライド

を作ってくださいね。」と記述した部分に対して，受講生 A

が「授業も佳境に入ってきたのでしっかりとがんばっていき

たいなと思います。」と返答していた．担当教員による記述

には，授業での発表準備はこれからが本番ということ

と，良い発表という成果を目指してほしいという２種

類の目標の喚起だけではなく，発表準備におけるグル

ープ内での話し合いの推奨も助言として行っていた． 

4. 考察と今後の課題 

4.1 考察 

4.1.1 SC のデータ内の全ての対話パターンに関する考

察（目標１） 

3.1 節で示したように，多くの対話パターンはデータ内で

一度だけしか出現していないことから，少なくとも受講生 A

と担当教員による SC は，同様のパターンを繰り返すことが

少ない，多様な対話であったと考えられる． 

4.1.2 データ内での対話パターンの特徴に関する考察

（目標２） 

3.2 節で示したように，まず，連鎖回数が 0回や 1 回とな

った対話パターンが多かったことから，受講生 A と担当教

員は，相手のメッセージの中の全ての話題に対応するの

ではなく，基本的には一部の話題に対応する対話を意識

していたと考えられる．また，その中でも，連鎖回数が 1 回

となった対話パターンで，発表者の組合せの「受講生・担

当教員」が多かったことから，受講生 A の記述に対して担

当教員が返答するという，質疑応答のような形式が基本的

な対話の枠組みになっていたことが考えられる． 

次に，直線的なシーケンスが多かったことから，受講生

A と担当教員は，相手のメッセージの中の話題に対して１

つひとつ対応することを意識していたと考えられる． 

そして，発信者別のシーケンスの要素で，受講生 A が

「意気込み」，担当教員は「目標の喚起」が多く，これ

らは，授業期間内では 12 月 9 日以降に多かった．授業

記録の抜粋を示した表 1 と照らし合わせてみると，12 月 9

日以降には発表準備と発表会が行われている．このこ

とから，受講生は発表を意識していたので「意気込み」

を記述し，担当教員は発表会へ向けた受講生の学習意

欲を喚起することを意識していたので「目標の喚起」

を記述したと考えられる． 

4.1.3 担当教員による記述が受講生に影響を与えたと

思われる記述に関する考察（目標３） 

3.3 節で示したように，担当教員の 12 月 16 日のメッセ

ージは，意図的に受講生 A の 12 月 16 日のメッセージに

返答せず，1 月 6 日の授業開始時に受講生 A がメッセー

ジを読むことを意識して記述したと推測される．1 月 6 日の

授業内容も重なって影響したことも推測できるが，担当教

員による発表会を意識した複数の目標とそれに伴う助

言を含む話題の「目標の喚起」が，受講生の学習意欲

の「意気込み」を促進したとも考えられる．このことから，

担当教員が「目標の喚起」の話題を記述することが，SC に

おける効果的な対話になる可能性を示唆しているので

図 3 担当教員による記述が受講生に影響を与えたと思われる記述の確認 

授
業
日

発信者 メッセージ
ステップ<1>

着目する語句の明確化
シーケンス

年末年始は、いかがでしたか？
プレゼンの準備は、これからが本番
ですよ
グループメンバーとしっかり議論し
ながら
良いスライドを作ってくださいね
授業も佳境に入ってきた
しっかりとがんばっていきたいなと
思います
リハーサルで自分の話す部分をしっ
かりと話せるようにしときたい

意気込み

12
月
16
日

1
月
6
日

明けましておめでとうございます。
今年もよろしくお願いいたします。

意気込み

明けましておめでとうございます。今
年もよろしくお願いいたします。年末
年始は、いかがでしたか？
プレゼンの準備は、これからが本番で
すよ。グループメンバーとしっかり議
論しながら、良いスライドを作ってく
ださいね。

授業も佳境に入ってきたのでしっかり
とがんばっていきたいなと思います。
リハーサルで自分の話す部分をしっか
りと話せるようにしときたいです。

担当
教員

受講生
A

目標の喚起

挨拶
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はないかと思われる． 

4.2 今後の課題 

4.2.1 SC のデータ内の全ての対話パターンに関する課

題（目標１） 

1クラス分（8組のペア）の分析が完了したときに，他のペ

アでも 3.1 に示した結果と同じく，ペア内では同様の対話

パターンが出現することが少ない多様な対話であるのかど

うかを確認する必要がある．また，1 クラス分（8 組のペア）

の全体を見たときには，同様の対話パターンがどれだけ出

現するのかを確認する必要がある． 

4.2.2 データ内での対話パターンの特徴に関する課題

（目標２） 

1クラス分（8組のペア）の分析が完了したときに，他のペ

アでも 3.2 に示した結果と同じく，相手のメッセージの中の

全ての話題に対応するのではなく，基本的には一部の話

題に対応する対話や，質疑応答のような形式が基本的な

対話の枠組みを意識していたのかどうかを確認する必要

がある．また，発表準備と発表会が行われている 12 月 9

日以降に，発信者別のシーケンスの要素で，受講生の

「意気込み」と，担当教員の「目標の喚起」が多いの

かどうかを確認する必要がある．そして，相手のメッセー

ジの中の話題に対して１つひとつ対応することを意識して

いたのかどうかも確認する必要がある． 

4.2.3 担当教員による記述が受講生に影響を与えたと

思われる記述に関する課題（目標３） 

1クラス分（8組のペア）の分析が完了したときに，他のペ

アでも 3.3 に示した結果と同じく，発信者の組合せで「担

当教員・受講生」を含む対話パターンに注目する必要

がある．なぜなら，担当教員による記述が受講生に与

えた効果を見るためには重要であり，本研究での最終

的な目的，つまり，効果的な SC のために参考となる知

見を構築するためには，なるべく多くの事例を収集する必

要があると考えるからである． 

5. まとめ 

本稿では，SC のデータの 1 組分に KeyPaSS を適用

して明らかになった対話パターンを報告し，その特徴

や SC での対話が受講生に与えた効果を議論した．そ

して，残る 7 組分の分析における課題を確認した．こ

の課題を踏まえながら，引き続き，1 クラス分（8 組のペ

ア）の分析の完了を目指す． 
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付録 1 受講生 A と担当教員による SC のデータの分析の一部（分析シートの抜粋） 
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1． はじめに 

 

世の中が先端的技術により高度化され企業の

ＩＣＴがより効率的な経営へとシフトした。それ

は情報化、国際化、グローバル化への対応である。

その中心がＩＣＴであろう。また、今ではＩoＴで

もある。ＩＣＴの発達やデジタル化技術の進歩は、

社会全体から個人に至るところまで影響を与え、

広範囲に浸透している。高度な技術は、自分たち

の身の回りにたくさん存在している。そして、そ

の利便性だけでは計り知れない価値を生んでい

る。 

最近の話題には、「ＡＩ」が経営判断を支援する

ことができるモノが開発された。2016 年 6 月 2

日、株式会社日立製作所が「企業の経営判断に活

用できる人工知能（ＡＩ）を開発したと発表した」

（2016 年 6 月 3 日朝刊､P.8）。20 世紀末にこのよ

うな情報システムが開発され話題になったこと

がある。それは「意志決定支援システム」や「経

営情報システム」である。前者の「意志決定支援

システム」は、今回発表になった「企業経営者の

判断支援」を行う情報システムであったが、最終

的には人間が判断することで、この情報システム

は無意味な存在となった。同時に企業の業務シス

テムが効率的に行い企業経営に多大に助ける情

報システムである「経営情報システム」も役に立

たなくなり、今に至っている。 

大学教育では、学術研究の高度化と人材育成・

養成、社会の要請に適切に応えることが求められ

ている。一般社会では、自分の人生において一生

涯「生きていける力」が必要である。一般的にい

われている「キャリア教育」である。個人の能力

の強化は、企業や国家、家庭の価値や社会倫理の

後退を招く結果へと進んでいる。教育等高等機関

も同様なことが言える。 

2005 年からある調査を実施し、その結果から自

己防衛や退避症候群の実態と状況等が分かりつ

つある。さらに、個人と社会の関係には、必要な
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「教育のＩＣＴ活用と質的向上」があり、前回までの研究成果とは切り離しを行い、その分析（検証）し報告

するものである。先行研究から数理的処理や経営学などの研究で医療の人材育成、評価について報告する。ま

た、前回までの研究報告等の産業社会教育にも一歩踏み込んで、情報の扱いや捉え方がどのようになっている
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コミュニケーションが必要である。最近の傾向で

は、コミュニケーションが以前より少ない。それ

は退避症候群に観られる情報を避けているから

だと推察できる。また、コミュニケーションの欠

如とも言える。「IT の活用と情報環境」に関する

調査などの結果から「IT の活用と情報環境」の変

化など、特に自己防衛や退避症候群の実態と状況

等に対して、ある調査を実施し、その結果から「IT 

の活用と情報環境」の変化や、あるいはその中で、

教育の質と量が問われていると考える。このこと

に関して、事例を含み報告する。 

 

 

２  産業技術とＩＣＴの活用（基礎的な

力の向上） 

 

現代の若者はこれからもコンピュータやその

関連する道具を利用する機会が増えると推測さ

れる。今回は、社会と人間関係に的をあて、個人

の存在と集団、さらに社会との関わりの中で個人

のおかれている状況を把握（自己分析）するため

に、調査を実施し、その結果と前回までの関連性

に関し、前々回報告した。そのなかで「プロジェ

クト組織形成の可能性」に関し、結論的ではない

が、大学・高等教育機関や高等学校、特に、義務

教育機関である小中学校には、いち早く「多機能

性のあるプロジェクト組織」が必要である。それ

は、多様な社会、複雑化社会、様々な国の人たち

といった項目と内容が挙げられる。もちろん、そ

の国家のルールはあるが国際化となると国家の

ルールが変わる。いろいろな地域でいろいろなこ

とが毎日起き、その対応に追われる社会なのであ

る。そのために情報処理能力や活用能力等が必要

である。  

情報活用能力は、「収集、文責、整理・保管、表

現（分かりやすく伝達する）、運用」である。そし

て、基盤力は、「論理」と「数理」の力及び「ＩＣ

Ｔ基礎知識」である。この基盤力がコアで、「情報

活用力」「ビジネスフレームワーク」「モチベーシ

ョン」「コミュニケーション」が「５つの基礎力」

として社会人に求められる能力として位置づけ

られている。 

企業事例からみると、大学等高等教育機関では

社会で活躍し、あるいは貢献できる人材の育成に

対し責任がある。そして大学が学生に対して「質

の保証」は絶対的な重要なことである。だが、企

業場合、「質」は「労働生産性＝仕事生産性」であ

り、「量」は「働き手の数」となる。つまり、教育

の質を高めたその先は、実社会の仕事との関係と

なる。すなわち、仕事がどれだけできるか、に問

われることになる。  

日本企業にとっては、トップサイエンスによる

新市場の開拓と製品開発への質的変化への対応

に遅れが生じている。これはもはや企業組織の硬

直化の現れであり、組織論の限界であろう。 

独創的な技術に基づく新ビジネスの可能性は、

経営陣、つまり組織が的確に様々な項目・内容に

評価し行動する機会があまりにも少ないことで

ある。自己成長への変革の必要性、想像力、創造

性、独創性などや経済産業省が掲げる「社会人基

礎力」が問われていることである。特に、企業社

会では個人に対し強く求められ、能力の向上が必

要とされている。社会が都市化され、周囲の環境

が変化し「技術の進歩」の結集したものが多く見

える。人の都市への憧れは、現実的に、都市の言

葉のとおり、人間の過密状態を生み出している。

このような都市環境は現代人のストレスなどの

大きな要因、そして原因にもなっている。これら

は情報としての産業構造の連関分析に大きく影

響する。  

 

 

３ 様々な理解とその応用について 

産業社会にとって、個人にとっても ICT は重要なも

のである。人間は知的な活動領域を拡げ、お互いの競

争を通じて個人の能力を伸ばしている。個人の能力の

強化は、企業や家庭の価値や社会に対する見方・考え

方が変わる。また、経済の発展は、情報社会にとって

重要なものである。 

「数理的処理と理解とその応用」が本研究のテーマ

である。 

テーマに振り返ると文部科学省の「情報処理能力の向
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上」、経済産業省の「社会人基礎力」、双方の比較は難

しいが「基礎力」をつけて「応用力」を養う。数理的

処理は、様々な分野で利用されている。例えば、

（１）企業経営（２）経済学（３）犯罪学など、

である。 

（１） 企業経営 

   企業経営では、「在庫管理」、「日程計画」、

「需要予測」、デパート・百貨店などである。 

（２） 経済学 

   経済学では、「経済成長」、「景気変動」など

ある。 

（３）犯罪学（） 

   犯罪学では、「行動パターン」、「興味度」「嗜

好」などである。 

      その他には、「気象現象」、「交通渋滞」、「分

子生物」、「遺伝子」、「医療技術」にも利用され

ている。 

そして、ほとんどが情報の処理である。空気の

よう流れていく情報の獲得、整理、分類・分析、

利用はこれからも欠かせないものであり、最重要

な項目であり、分野であると考える。さらに、個

人と社会の関係には、必要なコミュニケーション

が必要である。最近の傾向では、コミュニケーシ

ョンが以前より少ない。それは退避症候群に観ら

れる情報を避けているからだと推察できる。これ

らが今後も増加の傾向であれば、そのための対策

として利用されると考える。数理的処理の結果を

表やグラフで描いたり、またそれを理解する力が

必要と思われる。 

数理的処理には、固有の価値基準をもち複数の

基準の機能を使い、認識、種別するためのもので

もある。また、画像処理やインターネット利用に

は十分に必要性があると考える。この点について、

別途実施した実験調査などを利用して分析しそ

の結果から論じたい。ただし、様々な分野・領域

に数理的処理が利用され、何気なしに利用している

我々は、真に数理的理論が社会全般に役立っていると

は認識していないと思われる。 

先行研究から数理的処理によう質的向上や経営学

などの研究で医療の人材育成、評価が他の領域よりも

先行していることから、ここで整理・検討、考察して

みる。 
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中国人日本語学習者向けのカタカナ語の学習  

― スマートフォンの音声入力機能を活用して ― 

柴田陸杜*1, 〇野崎浩成*1, 梅田恭子*1, 江島徹郎*1 

*1 愛知教育大学教育学部 

Learning Katakana Words for Chinese-Speaking JSL Students 

– Using Voice Input Software on Their Smartphones- 

Rikuto SHIBATA*1, ○Hironari NOZAKI*1, Kyoko UMEDA*1 and Tetsuro EJIMA*1 

*1 Faculty of Education, Aichi University of Education 

概要：中国人留学生対象に，カタカナ語 40 語を収録したテキストを作成し，iPhone の音声入力機能を

活用して 2 週間の発音学習を行い，事前テストと事後テストを用いて学習前後の成績変化を分析した．

テストの内容は，(i)イラストを見て発音して答えをカタカナで記入，(ii)単語の音声を聞いて答えをカタ

カナで記入する問題を計 20 問出題した．事後テストには事前テストで使用した語と同じ語を 8 語，新

たに登場する語を 2 語出題することで，未学習の新規語彙にも学習者が対応できるのかを確認した．事

前テストと事後テストの正解率を比較するとすべての問題において成績が 1.6 倍以上上昇している．(i)

の発音問題に関しては，ほぼ 100%まで近づけることができ，(ii)のテストでは正答率が 2.5 倍上昇した

ことから，本研究で行ったカタカナ語の学習には効果があったと考えられる． 

キーワード: 日本語教育，カタカナ語，中国人留学生，JSL（Japanese as a second language），スマー

トフォン，音声入力，語彙学習 

1. はじめに 

近年，日本では国際化社会の進展によりカタカナで

表記される外来語が多用されるようになり，カタカナ

語の使用は避けては通れなくなっている．例えば，コ

ンピューター関連や，ファッション関連においても，

数多くの外来語が使用されるようになった．特に，ス

マートフォンなどの情報機器の急速な普及や情報化社

会の発展により，情報を専門としない留学生であった

としても，情報に関連する用語（ネットワークやイン

ターネットなど）を日常的に数多く使用する機会が増

えており，それらの語彙はカタカナ表記の外来語が大

多数を占めている．一般に，カタカナは，①文字の画

数が少なく，文字を弁別する手がかりが少ない，②極

めて類似する字形（ソ，ンなど）も存在する，③日本

語のカタカナ語の発音（例えば，オーバフロー）を聞

いても，その語源となった英単語（Overflow）である

と認識することは英語母語話者であっても難しい場合

がある，さらに，④長音や促音を含むカタカナ語は，

その発音や表記が難しいとされている，などの理由に

より，外国人留学生にとって，カタカナ語の習得は難

易度が高いと指摘されている．よって，本研究では，

カタカナ語の習得に着目することとした． 

一方で，国際交流基金が 2012 年度に実施した調査

によると，中国での日本語学習者数はおよそ 104 万 6

千人であった．これは，全世界の日本語学習者の 26.3%

を占めており，中国は世界第 1 位の日本語学習者数を

誇っている（国際交流基金 2013）．また，2009 年度に

行われた調査（国際交流基金 2011）では，中国におけ

る日本語学習者数は約 82万 7千人であったことから，

2009 年から 2012 年にかけて，およそ 26.5％，中国で

の日本語学習者が増加したこととなる（国際交流基金

2011, 2013）．このように，多くの中国人母語話者が日
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本語を学んでいる現状を考慮して，本研究では，中国

人留学生を対象に，日本語の語彙習得支援に取り組ん

だ． 

一般に，中国語を母語とする人は漢字を普段から使

いこなし知っているため，日本で使われている漢字で

あってもある程度の意味は理解できるが，ひらがな，

ましてや，カタカナで表記される語彙の習得に苦労し

ていると言われている．また，カタカナ語の習得にお

いて，中国語には長音や促音に該当するものが無いと

されているので，それらの読み書きなど，使い方に関

して難しく感じている，という留学生の意見も数多く

耳にする． 

そこで，本研究では，中国人日本語学習者を対象と

して，既に多くの人が所有しているスマートフォンの

音声入力機能を利用して，日本語の先生がいない所で

もカタカナ語を自主学習する方法を考案した．その方

法を用いて，実際に留学生が語彙学習を行うという授

業実践を行い，その教育的評価を行うことで，本研究

が提案する手法の学習効果を検証した． 

2. 先行研究の概要 

本章では，中国人留学生のカタカナ語学習に関連す

る先行研究を概観する． 

陣内（2008）は，日本語学習者のカタカナ語学習に

関する意識調査を行った．その調査は日本国内で実施

された．調査対象者は 479名の外国人日本語学習者で，

その母語の割合は，中国語 49.7%，韓国・朝鮮語 20.0%，

英語 4.2%，その他の言語 26.1%であった．その結果，

カタカナ語の習得に困難さを最も感じているのは，中

国語を母語とする学習者であり，その一方で，英語母

語話者は最も抵抗が少ないことがわかった．これは，

学習者の母語が，カタカナ語の由来となっている英語

とどの程度共通しているかが影響していると考えられ

る．また，カタカナ語学習への要望は，学習者の英語

学習期間の長短と関連が見られた．特に中国語母語話

者に関しては，英語学習歴を 3〜5 年，6〜9 年，10 年

以上と 3 つのグループに分けて比較すると，期間が短

いほど熱烈な学習要望が出た．近年のカタカナ語の急

増ぶりと日本語語彙の語種割合の変化を考えれば，カ

タカナ語教育の充実は緊急の課題であると指摘してい

る．よって，本研究では，中国人留学生を対象にカタ

カナ語の学習支援に取り組むこととした． 

畑ほか（2010）は，留学生（中国語母語話者 4 名，

韓国語母語話者 6 名）を対象に，ディクテーション（書

き取り）による調査を行い，得られた誤用を分類・分

析し，その問題点を調査した．具体的には，対象とな

った留学生に，カタカナ語を聞かせてそれを書かせた．

その結果，誤用の割合を韓国語・中国語話者で比較し

た結果，韓国語母語話者は長音の誤りが最も多く

66.2％と 6 割を超える一方，中国語母語話者は長音の

誤りが 38.0％と最も多いものの，濁音・半濁音の誤り

も 30.6％と多いことが示された．特に，語末の長音欠

落，語頭の促音挿入など，誤用にも一定のパターンが

あること，学習者の母語も誤用に影響すること，など

が示唆された．よって，本研究では，これらの研究知

見に基づいて，中国人留学生に誤用が多いとされる長

音，濁音・半濁音などの誤用を回避することにも着目

して教育支援を行う． 

3. スマートフォンの音声入力機能を活用し

た発音学習 

3.1 学習対象者 

学習対象者は中国人留学生 1 名(女性)で，約 10 ケ月

間日本に在住する大学学部に所属する研究生である．

対象者の日本語能力については次の通りである．すな

わち，これまでに，日本語能力試験 N2 の受験経験は

あるが，まだそれには合格していない．よって，対象

者は，N3（日常場面で使われる日本語をある程度理解

できるレベル）であると推察される． 

3.2 学習に使用した機器とソフトウェア 

 ・中国人留学生本人が所有している iPhone 

 ・iPhone のメモアプリ：音声入力機能を活用 

3.3 学習日程 

2016 年 11 月 24 日 学習事前テスト 

11 月 25 日 カタカナ発音テキスト学習『開始』 

 学習期間は 2 週間 

12 月 8 日 カタカナ発音テキスト学習『終了』 

12 月 9 日 学習事後テスト 
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3.4 学習方法 

カタカナ語を学習するために，iPhone の音声入力機

能を用いてメモアプリに単語を発音して入力する．正

しく発音がされていれば正しく単語が表示され，間違

った発音がされていれば間違った単語が表示される，

と入力しようとした単語と比較してリアルタイムで正

誤の判断ができる． 

今回学習する単語は，対象者が学習したことのある

「カタカナ」語の単語プリントの単語(117 語)から 40

語を抜粋した．その 40 語を収録したテキストを作成

し，対象者に 2 週間，発音学習をしてもらう．また，

学習の事前と事後に確認テストを行い，学習前後の成

績の比較を行う．比較のために単語を[長音・促音・拗

音・撥音・濁音・半濁音]の 6 種類のいずれかを含む単

語に分類し，どの項目にも当てはまらないものは[な

し]と分類した． 

3.5 テキストの内容と学習方法 

カタカナ語を iPhone の音声入力機能を用いて 2 週

間，発音学習をする． 

テキストには 40 語のカタカナ語を収録し，単語ご

とに学習した日付と正誤を記入するワークシートを作

成した（図１）．ワークシートの内容は単語のイラスト，

イラストの下に単語名を記載した．発音のわからない

単語は中日翻訳アプリを使用して日本語の発音を聞き

確認を行うこととした． 

 

図１ 学習時に使用したワークシート（一部分） 

 

学習方法は，カタカナ語の学習テキスト（図２）を

作成し，学習者に教示した．その具体的な学習方法は

以下の通りである． 

(1) iPhone のメモアプリを開く 

(2) 音声入力で同じ単語を 3 回入力する 

 

 

(3) 発音した単語と入力された文字が一致 

 →「○」記入 

発音した単語と入力された文字が不一致 

 →「入力された文字」記入 

(4) 単語ごとに(1)～(3)を繰り返す 

(5) 枠が一杯になったら空いているスペースまたは

裏面に記入にする． 

 
図２ カタカナ語の学習テキスト 

 

 

図３．使用したアプリ  図４ 入力準備 

 

図５ 音声入力 
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図３には本研究で使用した「メモアプリ」，図４に

「入力準備」，図５に「音声入力」のスマートフォン

の画面を示した． 

3.6 テストの種類 

テストの内容は以下の(i)，(ii)の二種類であり，計

20 問出題した．各テストの時間は 3 分間である． 

(i) イラストを見て発音して答えをカタカナで記入

する(12 問) 

(ii) 単語の音声を聞いて答えをカタカナで記入する

(8 問) 

(i),(ii)の全 20 問を出題した．(i)のテストは 12 種類

の単語を表すイラストを提示し，それぞれのイラスト

に下に解答欄を設け，答えを発音し，記入をするよう

に指示をした．その際，日本語母語話者の筆者が発音

した語を聴き取り，聞こえたままの記録を書き取った．

発音をしてから答えを記入するように指示したのは，

学習前後で発音に変化が見られるのではないかと考え

たためである． 

(ii)のテストは(i)のテストとは別の単語を 8 問出題

し，3 回ずつ読み上げた．イラストは無く解答欄だけ

を設けた．繰り返し発音学習をすることでカタカナ語

を聞き取る能力にも変化が見られるのではないかと考

えた． 

事前テストにはテキスト内の 40語の内の 20語を使

用する．事後テストにはテキスト内の 40 語の内の 18

語を使用し，事前テストで使用した語と同じ語を 8 語

使用する．さらに，新たに登場する語に対応すること

ができるかを確認するために学習テキストでは使用し

なかった新たな語（新規語彙）を 2 語用意した． 

3.7 使用した単語 

対象者が学習したことのある「カタカナ」語の単語

プリントの単語(117 語)を学習者が発音や表記におい

て苦手とする[長音(ー)・促音(ッ)・拗音(ャなど今回は

ァィゥェォを含む)・撥音(ン)・濁音(ダなど)・半濁音(パ

など)]の 6 種類のいずれかを含む単語に分類し，どの

項目にも当てはまらないものは[なし]と分類した．単

語プリントの 117語の内，[長音]を含むものが 51単語，

[促音]が 15 単語，[拗音]が 12 単語，[撥音]が 32 単語，

[濁音]が 47 単語，[半濁音]が 26 単語，[なし]が 12 単

語(重複する語あり)あった．なお，「ァ」「ャ」「ッ」な

ど小字で表される仮名は[捨て仮名]と呼ばれるがそこ

には[促音]も分類されてしまうため，区別ができるよ

うに，本研究では「ァィゥェォ」を[拗音]として分類

するように扱うこととする． 

4. 結果と考察 

4.1 事前テストの結果（実施日 2016 年 11 月 24 日） 

(i) イラストを見て発音して答えをカタカナで記入

する問題 12 問，（付録[3]） 

解答形式は，語彙を示すイラストを見て，その語彙

をカタカナで「記入」し，「発音」するものである． 

 記入: 12 問中 5 問正解 (41.7%) 

 発音: 12 問中 6 問正解 (50%) 

 

表 1 事前テスト(i)の問題と解答 

No. 正解 記入 発音 

① レモン レモン レモン 

② コーヒー コーヒー コーヒー 

③ シャツ シャツ シャツ 

④ ナイフ ナイフ ナイフ 

⑤ シューズ シュズ シュズ 

⑥ ベッド ヘード ベド 

⑦ フォーク フォーケ フック 

⑧ ボール ボール ボル 

⑨ スリッパ スレバ スリッパ 

⑩ エレベーター エリベーター エレベーター 

⑪ ティッシュ テーレュ テシュ 

⑫ クッキー くーキ クッケ 

表１に，事前テスト(i)の問題と解答を示した．網掛

けの部分は解答以外の表記，発音をした単語である． 

(i)の問題ではカタカナの表記ミスが多く目立った．

これらの単語の記入，発音の解答を見ると，正しく発

音することはできているが，表記をする際には誤った

文字を書いている．また，⑪⑫の表記ミスは，ひらが

なとカタカナの区別が完全にできていないために生じ

たミスである．次に多かった誤りは記入問題では[促

音]，発音問題では[長音]についてのものであった．記

入問題では，促音の長音変換が 3 件と多く見られ，発

音問題でも長音の促音変換が 1 件見られた． 
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(ii) 単語の音声を聞いて答えを記入する問題 8 問，

（付録[4]） 

 8 問中 2 問正解 (25%)であった． 

 

(iii) (i)(ii)のテストを総合した結果 

事前テスト(i)と(ii)を総合した結果をみると，記入問

題の正解数と正解率は，20 問中 7 問正解(35%)，発音

問題の正解数と正解率は 12問中 6問正解(50%)であっ

た． 

単語の分類ごとの正解数と正解率をみると， 

[長音]  12 問中 2 問正解 (16.7%) 

[促音]   6 問中 0 問正解 (0%) 

[拗音]   7 問中 1 問正解 (14.2%) 

[撥音]   2 問中 1 問正解 (50%) 

[濁音]   5 問中 0 問正解 (0%) 

[半濁音] 4 問中 1 問正解 (25%) 

[なし]   2 問中 2 問正解 (100%) 

であり，[促音]，[濁音]を含む単語の正答率は 0%で

あった． 

このように，(i)(ii)のテストともにカタカナの表記ミ

スが多く目立った．正しく発音することはできている

が，表記をする際に誤った文字を書いているため，頭

の中で正しく音をイメージすることができているが，

音と文字が正しく結びついていないと考えられる．ま

た，単語の分類ごとの正解数を見ると，[促音]，[濁音]

を含む単語については完全に正解した語は 1問もなか

った． 

4.2 事後テストの結果（実施日 2016 年 12 月 9 日） 

(i) イラストを見て発音して答えをカタカナで記入

する問題 12 問，（付録[6]） 

解答形式は，イラストを見て答えをカタカナで「記

入」し，「発音」するものであった． 

 記入: 12 問中 8 正解 (66.7%) 

 発音: 12 問中 11 問正解 (91.7%) 

 

(ii) 単語の音声を聞いて答えをカタカナで記入する

問題 8 問，（付録[7]） 

 8 問中 5 問正解 (62.5%)であった． 

 

 

(iii) (i)と(ii)についての分析 

(i)と(ii)について，その記入問題の正解数と正解率は，

20 問中 13 問正解(65%)，発音問題の正解数と正解率

は 12 問中 11 問正解(91.7%)であった． 

単語の分類ごとの正解数と正解率をみると， 

[長音]  11 問中 8 問正解 (72.7%) 

[促音]   7 問中 4 問正解 (57.1%) 

[拗音]   7 問中 3 問正解 (42.9%) 

[撥音]   3 問中 3 問正解 (100%) 

[濁音]   7 問中 5 問正解 (71.4%) 

[半濁音] 4 問中 3 問正解 (75%) 

[なし]   2 問中 2 問正解 (100%) 

であった． 

4.3 事前テストと事後テストの比較 

事前，事後テストの正解率を比較すると， 

(i)記入: 41.7% → 66.7% (1.6 倍) 

(i)発音: 50% → 91.7% (1.83 倍) 

(ii) 25% → 62.5% (2.5 倍) 

総合: 40.6% → 75% (1.85 倍) 

となり，すべての問題において成績が 1.6 倍以上上

昇している．(i)の発音問題に関しては正解率をほぼ

100%まで近づけることができ，さらに(ii)の問題でも

正解率は 2.5 倍上昇しており，発音学習の効果があっ

たと考えられる．また，発音学習をすることによって

聞き取り能力が上達したと言えるだろう． 

分類ごとの要素を含む単語の正解率をそれぞれ比

較すると， 

[長音]  16.7% → 72.7% 

[促音]   0% → 57.1% 

[拗音]  14.2% → 42.9% 

[撥音]   50% → 100% 

[濁音]    0% → 71.4% 

[半濁音]  25% → 75% 

[なし]   100% → 100% 

であった．なお，上記は，矢印の前の数字が事前の正

答率で，矢印の後が事後の正答率である． 

特に，[なし]については事前テスト事後テストともに

全問正解であり，他に分類した要素が学習の弊害にな

っていることがわかる． 
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4.4 事前，事後テストで出題した単語の比較 

カタカナ語を記入する問題は，事後テストに 20 語

を出題し，そのうち，事前テストで使用した語と同じ

語を 8 語出題した．すなわち，事前テストと事後テス

トで，共通問題として出題した単語の正答数を比較す

ると，以下の表の通りである． 

事前記入: 8 問中 1 問正解 (12.5%) 

事後記入: 8 問中 6 問正解 (75%) 

同様にして，発音問題については，以下の通りである． 

事前発音: 4 問中 1 問正解 (25%) 

事後発音: 4 問中 4 問正解 (100%) 

このように，発音学習の結果，発音問題に関しては

全問正解することができた．記入問題に関しても正解

数は増えたが，[長音]と[促音]の使い方についてどちら

を挿入してよいか，あやふやなところがあり，長期的

に調査を行うことで習得できるか見る必要がある． 

4.5 事後テストで新たに使用した単語（未学習の新規

語彙への対応） 

学習しなかった新たな単語（以下，これを新規語彙

と記す）への対応が出来るのかを確認するために，事

前テストには出題せず，かつ，学習もしなかった単語

２語（エスカレーター，ビスケット）を，新規語彙と

して事後テストに出題した． 

新規語彙は，どちらも記入問題で誤りであった． 

畑ほか(2010)で間違いが多いと言われていた長音・

濁音・半濁音すべての誤りが見られた．「エスカレータ

ー」は事前テストで出題した「エレベーター」と似て

いるが誤った記入をしてしまった．他にも「○ー○ー」

のような似ている形の単語(コーヒー，ハンバーガーな

ど)が複数あり，事前テスト，事後テストともに長音に

ついての誤りが見られなかったが，「エスカレーター」

のみ長音の位置ズレ，欠落，促音の挿入と誤った表記

をしてしまった．事前テストと事後テストの他の問題

での[長音]についての誤りが事前テストでは 8 件あっ

たが，事後テストでは 2 件まで減っており，発音学習

で長音の感覚が身に付き使い方がわかってきていたと

思われたが，新しい単語に対応することができなかっ

た．発音学習を重ねることで似た形の単語への対応が

できるようになると考えたが，本研究では明らかにす

ることはできなかった． 

5. 全体的考察 

事前テストで発音問題を実施したときは英語に近

い発音が多くあったが，事後テストでは日本語に近い

発音をするものがほとんどであった．テキストを発音

学習する際に英語の発音をすると別の単語が入力され

てしまうため発音学習を重ねるたびに日本語の発音に

近づいていったと考えられる． 

テスト全体をとして分類ごとに様々な誤りが見ら

れたが，事前テスト，事後テストともに[撥音]につい

ての誤りは 1 つも見られなかった．カタカナ，ひらが

なの表記ミスについては事前テストでは計 10 件あっ

たが，事後テストでは計 2 件となり減少したが完全に

なくなることはなかった．しかし，2 週間の学習でこ

こまで減少させることができたのであれば，もう少し

長期的に学習の経過を見ることで音と文字を正しく結

びつけることができる可能性が考えられる． 

事前テスト，事後テストともに記入テストで一番多

かった誤りは[促音]についてのものであった．また，

テスト全体を通して[促音]の前後では何かしらの誤り

が起こりやすい可能性があることが分かった．さらに，

長音の促音変換，促音の長音変換の誤りも多く見られ

た．長音の促音変換は，発音問題または聞き取り問題

のみで見られ，促音の長音変換は記入問題のみでしか

見られなかった．つまり，長音の促音変換は音の発生

する場合にのみ起こり，促音の長音変換は音の発生し

ない場合にのみ起きていることが分かる．これらの傾

向については学習対象者の人数を増やして，今後さら

に検証を行う必要があると考えられる． 

また，事前と事後の正解率を比較したところ，すべ

ての問題において成績が 1.6 倍以上上昇したため，学

習の効果があったと考えられるが，人数を多く，期間

を長くすることでどのような結果が得られるか，今後，

さらなる研究に取り組む必要がある． 

6. まとめ 

本稿では，中国語母語話者を対象に，スマートフォ

ンの音声入力機能を活用して，カタカナ語の発音と，

カタカナ語を書く練習をする授業実践研究を行った．

日本語指導者が外国人留学生を直接指導する時間は有

限であり，十分に長く指導時間が確保出来ないという
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制約があることから，自宅等でもできる自主学習が語

彙習得には必要不可欠である．そこで，本研究では，

大多数の留学生が自分で所持しているスマートフォン

の無料アプリを活用したカタカナ語の書き取りと発

音・聞き取りの学習支援を行った．その結果，事前・

事後テストの成績を比較すると，正答率の上昇が見ら

れ，学習効果が確認できた．今後の課題は，①今回は

学習対象者が１名のみの個別学習指導であったため，

今後は学習者を増やし，統計的な手法を使って教育評

価を検証すること，②スマートフォンの音声入力機能

の精度の確認，などが挙げられる． 
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カリキュラムマップに基づく学習成果の可視化方法の検討 

平塚 紘一郎, 田中 洋一 
仁愛女子短期大学 

 Consideration of Visualizing Learning Outcomes 

Based on Curriculum Map 

Kouichirou HIRATSUKA, Yoichi TANAKA 
Jin-ai Women’s College 

本研究では，カリキュラムマップに基づいた学習成果の可視化方法について検討を行う．これまで，授

業を通して身についた力をどのようにして学生へ分かり易く伝えるか検討し，カリキュラムマップやレ

ーダーチャートによるフィードバックを行ってきた．しかしながら，学生から分かりづらいという声も

上がったため，可視化，フィードバックの方法について再度検討を行った．その結果，グラフの種類の

変更など，大幅な変更を行った．本稿では，現在の可視化，フィードバックの方法について述べる． 

キーワード: 学習成果，可視化，自己評価, 大学教育 

1. はじめに 

本研究は，学習成果の適切な視覚化を行うことが目

的である．成績を視覚的に分かり易く学生へフィード

バックすることで自身に身に付いた力を実感してもら

い，自己効力感などを得てもらうことがねらいである． 

仁愛女子短期大学(以下，本学)では，2012年度より
全学的に学習成果の可視化，学生へフィードバックを

行ってきた[1,2]．それ以前は授業の評定値のみを学生

へフィードバックしてきたが，それだけでは学生が授

業を通して自身に身に付いた力が実感できないと考え

られ，学習成果の可視化方法を検討した． 

学習成果の可視化はカリキュラムマップと学習成果

を基にレーダーチャートによるグラフを作成し，

Mahara や紙面にてフィードバックを行った．半期ご
とに成績が反映され，レーダーチャートの広がりを見

ることで自身の成長を実感してもらうようにした． 

しかし，レーダーチャートによる可視化は学生から

分かりづらいという声もあがったため，大幅な見直し

を行った．本稿では，その経緯や変更後の可視化，フ

ィードバック方法について述べる． 

2. 学修成果の可視化 

2.1 従来の可視化，フィードバック 

従来の可視化，フィードバック様式を図1に示す． 

 

図 1 従来の可視化，フィードバック様式 

この様式は，左上にカリキュラムマップ，右上

に学修成果の到達度を示したレーダーチャート，

中央下に学生が自己評価を行う欄から構成され

ている．作成にあたり(1)学習成果の定義(教養科

目，学科・専攻科目)と，(2)学習成果に対応する授

業群(1 対多)を本学各学科，専攻で決定し，それ
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を基にレーダーチャートの作成を行った． 

レーダーチャートの各軸は学習成果である．学

習成果に対応した授業をすべて最高評定で履修

すると 100%に到達する．半期毎に取得した授業

の成績を加えた色の違うグラフが追加されてい

き，レーダーチャートが広がっていくようになっ

ている．この広がり具合を学生が見ることで，自

身の成長を実感できるようにした．また，最高成

績のグラフも表示し，自身の成績と比較できるよ

うにした．自己評価欄には自己評価および次の学

期へ向けた目標などを記入できるようになって

いる． 

2.2 現在の可視化，フィードバック 

前節で示したように可視化，フィードバックを

行ってきたが，前述のような理由から再検討を行

った． 

可視化については，いくつか問題点が考えられ

た．まず，レーダーチャートで半期毎にグラフが

増えていくと見づらくなると思われる．また，学

習成果が教養科目と学科・専攻専門科目で 6〜7

個程度あるためグラフの軸が多くなることも見

づらさに繋がっていると思われる．さらに，学習

成果がグラフと離れた表にあるため，対応が分か

りづらいと思われる．最後に，レーダーチャート

の広がりからでは半期でどの程度力が身に付い

たかが読み取りづらいと思われる． 

以上の問題点を解消するため，以下のように変

更を行った． 

(a) 学習成果と科目の対応を多対多へ変更 

(b) 可視化を棒グラフへ変更 

(c) GPAおよび GPA分布をグラフで表示 

これらの変更を行った現在のフィードバック

様式を図 2に示す． 
一番上のグラフは半期の成績である．この半期

でどの位力を得ることができたか，分かりやすく

なっている．また，上から二つ目のグラフは今ま

での成績を累積したものである．半期ごとに色を

変えている．この二つのグラフには丸で学科・専

攻の平均を表示するようにしている．また，三，

四つめのグラフは GPAの分布表である．自身の 

 

図 2 現在の可視化，フィードバック様式 

GPAと見比べることで，半期および今までの累積

での大体の順位が分かるようになっている． 

	 以上のような変更を行い，本学にてフィードバ

ックを行っている． 

3. まとめと今後の課題 

本稿では，現在本学で学生へフィードバックしてい

る学習成果の可視化方法について述べた．変更した視

覚化により，学生にとって見やすいものとなったと思

われる．今後も学生へのアンケート調査などをもとに

改善を行っていき，学生が分かり易い形へと変更して

いく予定である． 
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ラーニングポートフォリオを用いた質的な直接評価： 

カリキュラム・ポリシーに定める学習成果の一評価 

田中洋一*1 *2, 平塚紘一郎*1 
*1 仁愛女子短期大学，*2 熊本大学大学院 

The Qualitative Direct Assessment using the Learning Portfolio: 

The Assessment of the Learning Outcomes 

is defined by Jin-ai Women’s College Curriculum Policy 

Yoichi Tanaka*1 *2, Hiratsuka Kouichirou*1 
*1 Jin-ai Women’s College, *2 Kumamoto University 

 
仁愛女子短期大学における学習成果の評価方法は，カリキュラムポリシーに明示している．その評価方法の１つ

として，質的データの直接評価であるラーニングポートフォリオを用いている．本稿では，オープンソース eポ

ートフォリオMaharaを用いたラーニングポートフォリオの設計及び運用の実践を報告する．特に，ディプロ

マポリシーに明示した学習成果を，セメスターごとに根拠にもとづき自己評価させる仕組みを説明する． 

キーワード: ラーニングポートフォリオ，学習成果の評価，オープンソース 

1. はじめに 

平成 28 年 3 月 31 日に文部科学省が『「卒業認定・

学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー），「教育課程

編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）及び「入

学者受入れの方針」（アドミッション・ポリシー）の策

定及び運用に関するガイドライン』（以下，３ポリシー・

ガイドラインと記す）を公開したが，カリキュラム・

ポリシー（以下，CPと記す）において「学修成果の評

価を具体的に示す」と明記したことが重要な点の一つ

である． 

平成 24 年 8 月に文部科学省が公開した質的転換答
申に必要性を示され，３ポリシー・ガイドラインでも

推奨されているのが，ルーブリックやアセスメント・

テストのような直接的な評価方法及び学修行動調査の

ような間接的な評価方法の開発，そして学修ポートフ

ォリオによる振り返りの支援である．仁愛女子短期大

学・生活科学学科・生活情報専攻（以下，本専攻と記

す）の CP において，学習成果の評価として，全学的

な５つの方法（2.1の①〜⑤）と本専攻独自の３つの方
法（2.1の⑥〜⑧）を定めている． 

2. 学習成果の評価 

2.1 生活情報専攻における学習成果の評価 

本専攻の CPでは，「教育の内容」，「教育方法」，「学

習成果の評価」を定めている．「学習成果の評価」は，

下記のとおりである． 

【学習成果の評価】 
生活情報専攻では，生活科学学科の「卒業認定・学

位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）に掲げる「生

活情報専攻の学習成果」（卒業時に備えるべき能力）の

修得状況は，以下の方法により把握し，評価します． 

① 各科目の講義概要に示す配点比率にもとづく 

成績評価 

② 各科目の成績評価から得られるＧＰＡ 

③ 本専攻で支援する免許・資格の取得状況 
④ 修学ポートフォリオ（「学習成果確認シート」,「充

実した学生生活を送るために」） 

⑤ 学修行動に関する調査（他機関によるものを含む）

JSiSE Research Report 
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の結果 

⑥ ジェネリックスキルテスト（入学時及び卒業時） 

⑦ 情報活用力診断テスト 

⑧ 生活情報専攻ラーニングポートフォリオ 

 
	 ここで，学習成果の評価について補足する．③の免

許・資格としては，全国大学実務教育協会の情報処理

士やビジネス実務士等が挙げられる．⑤の学修行動調

査としては，F レックス（福井県大学連携プロジェク

ト）の学生意識調査や短期大学基準協会の短期大学生

調査が挙げられる．⑥のジェネリックスキルテストは，

河合塾の PROG を入学時及び卒業時に実施している．

⑦の情報活用力診断テストとしては，ICT利活用力推

進機構の Rastiを入学時及び１年前期期末に実施して

いる． 

2.2 学習成果の評価に関する分類 

教育の質を保証するため，日本の大学においても学

習成果の評価が必須となっている．学習評価としては，

直接評価か間接評価かという縦軸，量的データか質的

データかという横軸の２軸で分類すると，以下の４つ

のタイプに分けられる（松下 2012）． 

 
図 1 学習評価の分類（生活情報専攻） 

 
(ⅰ)量的データの直接評価である客観テスト（標準

テスト）等，(ⅱ)質的データの直接評価であるパフォー

マンス評価（ポートフォリオ評価），(ⅲ)量的データの

間接評価である学生調査，(ⅳ)質的データの間接評価

であるリフレクションシート（振り返りノート等）．学

位授与の保証としては，これら４タイプを連携するこ

とで学習成果を評価することがもとめられる． 2.1に

記述した学習成果の評価のうち，①成績評価，②GPA，

③免許・資格，⑥ジェネリックスキルテスト，⑦情報

活用力診断テストは，(ⅰ)量的データの直接評価に位

置づけられる．④修学ポートフォリオ，⑧本専攻ラー

ニングポートフォリオは，(ⅱ)質的データの直接評価

に位置づけられる．⑤学修行動調査は，(ⅲ)量的データ

の間接評価に位置づけられる．本専攻の「学習成果の

評価」には，(ⅳ)質的データの間接評価を定義していな

いが，いくつかの授業において振り返りノートを活用

している． 

3. 学習支援システム 

本学では，学習支援システムとして，オープンソー

スの LMS「Moodle」とオープンソースの e ポートフ

ォリオ「Mahara」を運用している．Moodle Network

を利用し，仁短Moodleから仁短Maharaをシングル
サインオンでログイン可能としている． 

筆者は Moodle を授業ポータルサイトとして用いて，

毎回の学習目標，授業内容，参考資料等を提示してい

る．Mahara は，課題の提出，振り返りノートの記述

を行い，受講者間で共有し，フィードバックを実施し

ている． 

3.1 e ポートフォリオを用いるメリット 

(1) 学習者支援ツールのため，提出・収集した学習成

果物を学習者が俯瞰・省察しやすい． 

	 ある授業では，Mahara１ページに，振り返りノ

ート・課題（文章）・課題（制作物）という学習成

果物（アーティファクト）を整理し，15回にわた

る学習の軌跡が俯瞰できる．この点では LMS よ

りも eポートフォリオが優れている．また，紙の

ポートフォリオと異なり，動画をページ上で視聴

できたり，関連する他のページへリンクで移動で

きたりする． 

(2) ネットワークで繋がっているため，相互評価がし

やすい． 

⑤学修行動に 
関する調査： 
Ｆレックス学生
意識調査，短
大生調査等 

※振り返りノート
等 

①成績評価 
②GPA 
③免許・資格 
⑥ジェネリック 
スキルテスト 

⑦情報活用力 
診断テスト 

④修学ポート 
フォリオ： 
学習成果確認
シート，充実し
た学生生活を
送るために 

⑧本専攻 
ラーニング 
ポートフォリオ 

間接評価 

直接評価 

質
的
吞
呎
吖 

量
的
吞
呎
吖 
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	 Mahara のページごとに，他者と共有するアク

セス権を設定でき，相互に閲覧や評価ができる．

一つの課題に対する相互評価ならば LMS でも可

能であるが，(1)のように一定期間の学習記録に対

する相互評価では eポートフォリオの方が優れて

いる．他者の学習記録を相互評価することにより，

自分自身の学習記録に対する省察が深まる．先述

の授業における相互評価は 15 回目に行っている

が，可能ならばセメスターの中間等でも行うべき

である． 

	 相互評価のメリットは３つある．１つめは，他

の学生に評価される効果である．教師のみに評価

されるならば，点数が低くなるだけなので，学生

によっては成果物の質に妥協する場合がある．そ

れに比べ，他の学生に評価される場合は完成度の

レベルが高くなる傾向がある．２つめは，他の学

生を評価する効果である．評価基準をもって，他

の学生の成果物を閲覧することにより，他者の視

点を理解し，考えがひろがる．授業評価アンケー

トでも，他者の成果物を閲覧できたことに対して

好意的な評価がなされていた．３つめは，閲覧や

評価することにより，学習コミュニティ（共同体）

の形成が進む．本授業の相互評価においては，評

価対象者がコア・メンバー，同じクラスがアクテ

ィブ・メンバー，同じ授業の受講者（１つの学科

や専攻の同学年）が周辺メンバーといえる． 

4. ラーニングポートフォリオ 

4.1 e ポートフォリオ・リテラシースキル 

Jenson（2014）では，「eポートフォリオとは，継続

学習，学習の深化，目的に沿った学習に寄与する自身

の学びを記録するための道具である」と定義し，e ポ

ートフォリオ・リテラシーとして以下の５つのスキル

をまとめている．e ポートフォリオ・リテラシースキ

ルは図 2のように螺旋状に繰り返される． 

① 学習成果物を収集する（Collecting） 

	 １つめは，学習成果（Learning Outcomes）の根
拠（エビデンス）となる学習成果物を収集し共有す

るスキルである．授業設計としては，獲得した学習

成果を学生に説明させる，学習成果の到達度を示

すルーブリックを示す，学習成果に関する根拠（エ

ビデンス）の良い例を示す，根拠（エビデンス）と

してその成果物をなぜ収集したのかを説明させる

等の手法が考えられる． 

② 自己調整行動を記録する（Self-Regulating） 

	 ２つめは，学生自らが新たな学習行動を管理す

るスキルである．授業設計としては，意図した学習

成果に関連する行動を説明させる，学習スタイル

を記述させ学習行動の効果を説明させる，行動変

容の根拠（エビデンス）を問いかける等の手法が考

えられる． 

③ 批判的省察を記録する（Reflecting） 

	 ３つめは，明確な目標と有用性に基づき，学習の

意義を文脈化するスキルである．授業設計として

は，学習者が批判的省察を記述・共有する前に学習

者間での信頼関係を築く，批判的省察のためのき

っかけを与える，学習している知識やスキルと関

連した自分の経験を書かせる等の手法が考えられ

る． 

④ 知識の統合を記録する（Integrating） 

	 ４つめは，学習を統合し，あらゆる状況へ転移す

るスキルである．授業設計としては，ある科目にお

ける学習を他の科目や授業外活動でどのように活

用しているかを記述させる等の手法が考えられる． 

⑤ 学習協調を記録する（Collaborating） 

	 ５つめは，知識やスキルを創造するための学習

コミュニティへ参加するスキルである．授業設計

としては，興味・疑問・熱意に基づく自己選択での

協調学習の機会を与える，ある知識領域における

新たな学びをいかにして進めるかを示す等の手法

が考えられる． 

 
図 2 e ポートフォリオ・リテラシースキル 

 

①Collecting

②Self-
Regulating

③Reflecting④Integrating

⑤Collaborating
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	 この eポートフォリオ・リテラシースキルを用い

て，授業設計を見直したところ，「④知識の統合を記録

する」ことがあまりできていないことがわかった．そ

のため，本専攻では 2016 年度からラーニングポート

フォリオを導入した． 

4.2 ラーニングポートフォリオの活用 

	 「学習成果の評価」の⑧本専攻ラーニングポートフ

ォリオこそが先述した，知識の統合のために導入した

eポートフォリオである． 
本専攻ラーニングポートフォリオとして，学期末（期

末試験期間）ごとに，Mahara 上に「この学期で身に

ついた学習成果」ページを作成させている．生活情報

専攻の学習成果９つに対する自己評価文，根拠資料，

自己評価ポイントを左列に記述させると共に，右列に

具体的な根拠（エビデンス）として，いくつかの授業

や資格対策講座等の成果物（artifact）をブロックで挿

入する．つまり，この課題は，Moodle や Mahara 等
に収集した学習成果物をセレクションして作る，学期

ごとのショーケースポートフォリオである． 

 

図 3 ラーニングポートフォリオ例 

5. おわりに 

「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシ

ー）に学習成果，「教育課程編成・実施の方針」（カリ

キュラム・ポリシー）に「学習成果の評価」を明示し

たことにより，本専攻での学びが明確になった．特に，

学期ごとにラーニングポートフォリオを用いて，学習

成果の自己評価をさせることにより，学生は学習成果

及びカリキュラムマップの再確認をした上で，学びの

省察及び統合が可能となった． 
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ｅラーニング上の学習に直接関係のない情報の呈示が 

高学力層に及ぼす学習妨害効果 

澤山郁夫*1, 三宮真智子*2 

*1 兵庫教育大学, *2 大阪大学 

Vocabulary Learning is Inhibited by Seductive Details 

Among Higher-level Learners 

Ikuo Sawayama*1, Machiko Sannomiya*2 

*1 Hyogo University of Teacher Education, *2 Osaka University 

This study investigated the association between seductive details effect and level of learning 

vocabulary. An online experiment targeting participants aged 18–29 was conducted in April 2018 

(n=936; 407 men and 529 women). Participants were randomly divided into two groups and provided 

an educational session on English vocabulary. Only one group was presented seductive details (i.e., 

a stopwatch and number of learners currently online). KATAGIRI’s (2002) 10-minute vocabulary test 

was administered before and after the session, and scores were compared across groups. The results 

showed that seductive details helped lower-level learners, which was mediated by their time spent 

in learning. In other words, learning seems to be expedited by seductive details among lower-level 

learners. However, seductive details inhibited higher-level learners. It was interpreted that 

seductive details inhibited metacomprehension in higher-level, which they often use as a learning 

strategy. 

キーワード: e ラーニング，誘引性付加物，成績層，適性処遇交互作用，アダプティブラーニング 

1. はじめに 

1.1 背景 

近年，アダプティブラーニング等の観点から，ｅラ

ーニングで蓄積される学習履歴データを活用した学習

支援が着目されている(1)．しかしながら，ｅラーニン

グでの学習はドロップアウトする者が多く，学習の継

続性の面で課題がある(2)．学習履歴データを活用する

ためには，当該の個人について，一定の学習履歴デー

タが蓄積されるまでは学習を継続してもらう必要があ

るため，ドロップアウトの低減を目的とした研究 (e.g., 

Lee and Choi(3)) が注目される．ｅラーニングのドロッ

プアウト抑止策を考える上で有効な概念の一つとして

は，社会的存在感（social presence）がしばしば指摘

される(4)．社会的存在感の定義は，研究者の立場によ

り少しずつ異なるが，その共通要素は「他者と共に当

該の環境に存在している感覚（the feeling of being in 

the environment with others）」とされる (5)．そして，

この社会的存在感は，学習者の学習満足度と高い相関

関係にあることが示されている (6)．この理由としては，

社会的な他者の存在感が高く認知されることで，楽し

さや有用性がより高く感じられるため，システムを利

用する動機づけが高まることが指摘されている(7)． 

湯川ほか(8)は，社会的存在感を「つながり感」と呼

び，つながり感を醸成するためにはリアルタイムで学

習人数を容易に把握できる機能やコミュニケーション

機能が重要であると指摘した．また，澤山・寺澤(9)は，

社会的存在感を高めうる機能が実際の学習の継続に効

果的であるかを検討するために，リアルタイムのオン

ライン人数表示機能やツイート機能等から構成される
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「学習者同士の繋がる仕組み」を開発した．そして，

これを稼働させる条件と稼働させない条件で，自発的

な学習行動の推移を比較した結果，「学習者同士の繋が

る仕組み」の稼働する条件では，稼働しない条件より

も，一ヶ月にわたる学習行動やログイン率が減少しに

くくなることが示された．すなわち，ｅラーニングに

社会的な機能を取り入れ，社会的存在感を高めること

は，ｅラーニングでの学習動機を高めうる． 

1.2 学習者の注意を惹くが教材の内容理解には必要

のない付加物に関する先行研究 

一方，ｅラーニングのインターフェイスに，リアル

タイムのオンライン人数の表示機能のような学習内容

には直接関係のない要素を加えていくと，かえって学

習の妨げになるのではないかという懸念が生じる．こ

こでは，その根拠となる先行研究をレビューする． 

学習者の注意を惹くが，教材の内容を理解させるた

めに必要のない付加物は「誘引性付加物」（seductive 

details）と呼ばれる(10)．誘引性付加物の影響を検討し

た研究として，例えば，Shen et al. (11) は，中学生を

対象に，テニスやバドミントンにおける不意打ちのテ

クニック（相手側コートの空きスペースを狙って打ち

返す方法）について説明するビデオ教材に，生徒の注

意を惹くために，キツネの毛皮を見せながら不意打ち

が得意なキツネの話を加える効果について検討した．

その結果，キツネの話が加わったビデオ教材で学習し

た生徒は，キツネの話を加えないビデオ教材で学習し

た生徒よりも，不意打ちテクニックに関する事後テス

ト成績が悪かったことが示された． 

Jaeger and Wiley (12)は，誘引性付加物が，より高次

の認知能力を必要とするメタ理解の正確性に与える影

響を検討した．具体的には，大学生を対象として，火

山噴火が生じるメカニズム等を説明する文章について，

テキストだけで学習する条件と，説明内容の理解を促

すと考えられる図（e.g.,大陸プレートが沈み込む過程

を説明する図）が付加される条件，ただの写真（e.g.,

火山噴火の写真）が付加される条件の３条件で，メタ

理解の正確性が比較された．この研究では，ただの写

真が誘引性付加物に該当すると考えられた．メタ理解

の正確性は，文章を読んだ直後に問われる「テストに

どのくらい正解できると思うか」に対する回答（学習

判断）と，実際の理解テスト成績との相関係数により

測定された．その結果，ただの写真が付加される条件

で学習した者は，他の条件で学習した者よりもメタ理

解の正確性が悪かったことが示された． 

Rey(10)は，このように誘引性付加物が学習パフォー

マンスに与える影響を検討した過去 25 年間にわたる

実験研究をレビューし，メタ分析により妨害効果につ

いての効果量の統合を行った．対象となった研究で検

討された誘引性付加物は，テキストやイラスト，BGM，

アニメーション，ビデオクリップなど幅広いものであ

った．結果，平均効果量は小から中程度の値を示し，

これらの誘引性付加物は，程度の差はあれ，基本的に

は学習パフォーマンスを抑制すると結論づけられた．

ただし興味深いことに，内容理解が必ずしも求められ

ない課題を用いた場合には，この妨害効果は弱いこと

も示された．さらに驚くべきことに，学習者が学習に

費やす時間が制限されない研究では，妨害効果が消失

するという調整効果も示唆された．これは，誘引性付

加物は学習者の教材内容の理解を抑制する一方で，学

習への動機づけを高めることによって学習者が課題に

従事する時間を増加させるため，両者の効果が相殺さ

れる結果と解釈される． 

1.3 誘引性付加物効果の個人差を示唆する先行研究 

ある刺激が課題遂行を妨害する程度には個人特性に

よる個人差があることも知られている．例えば，Van 

Mourik et al. (13)は，課題に対する動機づけの自己調節，

すなわち自分で自分自身を動機づけることが困難であ

る者に限っては，課題に無関係な刺激が呈示されるこ

とで，課題に向けられる注意反応が改善されることを

示した．さらに，動機づけの自己調節が困難である者

は，課題遂行中に刺激の乏しい空白時間が生じたとき，

実験者に声をかける等して，課題遂行に対する動機づ

けを外的な要因に求める(14)．また，課題外に動機づけ

を求めるという点で同様の現象として，課題内容への

興味が低い者は，興味が高い者よりも，教材がカラフ

ルに彩られていることを好む(15)．藤田ほか(16)は，課題

に対する動機づけの自己調節が困難な者が，このよう

に外的要因から動機づけを得ようとする現象を，一種

の動機づけ方略であると解釈している．これらの報告

は，動機づけの自己調節が困難である者にとっては，
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課題に関する情報だけでは，意欲的に課題に従事する

ことが難しいこと，また，課題に無関係な外的要因が

意欲的に課題に従事するための足場かけとなる可能性

を示している． 

1.4 本研究の目的 

ｅラーニングに誘引性付加物を呈示することは，学

習者の学習行動に対する動機づけを高めるが，教材の

内容理解を妨害するというトレードオフの関係にある

と考えられる．そして，学習パフォーマンスとして，

そのどちらの効用がより強く現れるかは，課題の種類

や学習者特性等によって調整されると考えられる．ア

ダプティブラーニングの観点からは，とくに学習者特

性による調整効果を検討していくことが求められる

(10)．しかしながら，先に示した先行研究はいずれも，

特定の機関に所属する者を対象にしたごく限られた小

さなサンプルサイズでの検討であり，さまざまな学習

者特性を超えた一般化可能性がほとんど考慮されてい

ない．そこで本研究では，オンライン調査を通じて，

よりさまざまな特性をもつものを対象とし，サンプル

サイズを大きく確保した実験を行う．具体的には，英

単語学習を題材とした擬似的なｅラーニング環境にお

いて，後述する誘引性付加物を呈示することによる学

習パフォーマンスへの影響が，参加者のプレテスト得

点のレベル（i.e., 成績層）によって異なる可能性を検

討する．成績に着目するのは，成績という客観的指標

を用いることで，測定値に認知バイアスが含まれるこ

とを防ぐという目的に加え，実際のｅラーニングへの

応用を考えた際に，成績は誰にでもわかりやすく，測

定しやすい指標となるためである． 

また，本研究では，誘引性付加物として視覚的な変

化の激しい刺激を用いる．具体的には，同じ画面で学

習中の人数と，0.01 秒単位でカウントアップするスト

ップウォッチを呈示する．なぜなら，変化の激しい刺

激は刺激に対する馴化を生じさせにくいため，動機づ

けの自己調整が困難である者における課題に対する動

機づけが，より長い時間成立する可能性があるためで

ある．さらに，リアルタイムの学習中人数やカウント

アップするストップウォッチは，動機づけの自己調整

が困難である者にとっては，学習に対する動機づけを

見出す外的な材料となりうる．例えば，「１分も学習す

ることができた」「３分までがんばろう」「他の人もが

んばっているから自分もがんばろう」等である．した

がって，動機づけの自己調整が困難である者が多いと

考えられる成績下位層の学習者においては，これらの

刺激は学習を促進する方向に働くであろう．一方，成

績上位層の学習者は，このような外的要因に依存する

ことなく，比較的容易に自己調節的な動機づけが成立

すると考えられる．さらに，成績上位層の学習者は自

身が何を理解できていないのか等をモニタリングしな

がら学習する(17)．したがって，課題に無関係な変化の

激しい刺激は，成績上位層の学習者に対しては，学習

を妨げるであろう．なぜならば，先述したように，誘

引性付加物が呈示される条件では，適切なモニタリン

グを行うのに必要なメタ理解が阻害されるためである

(12)． 

2. 本研究 

2.1 目的 

擬似的なｅラーニング環境を作り，学習中の人数と

ストップウォッチを呈示することが学習に与える影響

について，学力層別に検討することを目的とする． 

2.2 方法 

2.2.1 サンプルサイズ設計 

中程度以上の効果量を確実に検出するため，必要サ

ンプルサイズについて事前分析を行った．具体的には，

Type I errorの確率を５%，検出力を 98%とする場合，

d=.05 の効果量を検出するのに必要なサンプルサイズ

は n=260 以上であった．本研究では，３水準の成績層

別に誘引性付加物の効果を検討するため，この３倍，

すなわち n=780 以上の確保を目指した． 

2.2.2 参加者 

2018 年 4 月に，あるオンライン調査会社に登録さ

れている 18～29 歳のモニターを対象に，「英単語学習

に関する調査」と題した調査依頼を行った．参加者の

環境をできるだけ統一するため，PC ブラウザからの

み回答可能とした．結果，936 名（男性 407 名，女性

529 名）から回答が得られた．参加者の平均年齢は

25.95 歳（標準偏差は 2.73 歳）であった． 

2.2.3 実験デザイン 

参加者はデータの利用目的等に同意をした後，次の
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手順で回答を進めた．すなわち，(1)プレテスト，(2)学

習用項目，(3)ポストテストであった．(2)学習用項目に

回答する画面が擬似的なｅラーニング環境に相当する

と考えられた．このとき参加者は，学習中の人数とス

トップウォッチが呈示される「呈示群」と，呈示され

ない「非呈示群」へ無作為に割り当てられた．ただし，

既に回答し終えた者の度数に偏りがある場合は，回収

数がより少ない群へ割り当てられた．結果，呈示群は

469名，非呈示群は 467名の回答が得られた．この他，

事後アンケート調査が行われたが，本稿では紙面の都

合上，この報告を省略する． 

2.2.4 実験操作 

呈示群では，学習用項目に回答する際，画面の右下

に，同じ画面で学習中の人数と経過時間を表すストッ

プウォッチが常時呈示された（図 1参照）．なお，学習

中の人数の表示については，参加者間で同じ内容が呈

示されるようにするため，人数の推移が固定されたダ

ミーの GIF アニメーション画像が用いられた． 

2.2.5 尺度 

(1) プレテスト項目（32 項目） 

TOEIC スコアと相関することが示されている英語

語彙テスト Form III(19)を用いた．このテストでは，ま

ず日本語が呈示され，日本語の意味を表す英語を呈示

される５つの選択肢から選ぶことが求められる（e.g., 

［問題］：心理学，［回答選択肢］： billion, bundle, 

explanation, flavor, lightning, psychology）．なお，辞

書で調べながら回答する等の不正な回答を防ぐために，

正答はあとで示されることが教示され，必ず自身の実

力で回答することが求められた．また，各項目への回

答可能時間は 10 秒を上限とし，10 秒経過後は次の問

題へ自動遷移する仕様とされた．なお，初めの２問は

練習問題，３問目以降は本番用の問題として扱い，各

１点配点すなわち 30 点満点で採点された． 

 

図 1 学習用項目の回答画面において呈示群で 

呈示された学習中人数とストップウォッチ 

(2) 学習用項目（32 項目；群別呈示） 

プレテスト 32 項目の日本語と正しい英単語の組合

せを呈示し，それぞれについての習熟度評定を求めた．

教示文は「日本語の意味に対応する正しい英単語を読

み、それぞれの組みについての現在のあなたの習熟度

をそれぞれ４段階（全然だめ～良い）で自己評定をし

てください．」と呈示された．なお，参加者には，ポス

トテストが行われることは知らされなかった．また，

各組合せを記憶することを求める教示は行われなかっ

た．さらに，回答にどのくらい時間をかけるかは制限

されず，参加者は自由なタイミングで次のページへ進

むことができた．これは，本研究の目的が，学習中の

人数とストップウォッチが自発的な学習行動に与える

効果を検討することにあるためである．分析のため，

これらの項目の回答に費やされた時間も記録された．

(3) ポストテスト項目（32 項目） 

プレテストと同様に呈示され，また採点された． 

2.3 結果と考察 

2.3.1 成績上昇量の比較 

プレテストについて採点を行った結果，平均点は，

14.25 点（標準偏差は 6.37 点）であった．1/3 パーセ

ンタイル点（11 点）および 2/3 パーセンタイル点（17

点）で層分けした結果，下位層 334 名，中位層 313 名，

上位層 289 名となった．ポストテストについても採点

を行った結果，平均点は 18.42点（標準偏差は 8.35点）

であった．なお，プレテスト得点とポストテスト得点

の相関係数は r=.79 と高かった（95%CI=.77-.82）．各

参加者について，ポストテスト得点からプレテスト得

点を引いた差得点を成績上昇量とした． 

仮説を検討するために，成績上昇量を被説明変数，

３つの被験者間要因（３水準の事前成績（下位層，中

位層，上位層），２水準の呈示条件（非呈示群，呈示群）

および２水準の性別（男性，女性））を説明変数とする

分散分析を行った．性別を説明変数に投入したのは，

性別で説明可能な分散成分が，誤差分散に含まれるこ

とにより，検出力が低下するのを防ぐためである．本

稿では紙面の都合上，性別に関する効果の報告は省略

する．成績上昇量についての分散分析の結果，まず，

事前成績の主効果が認められた（F(1, 924)=3.85, 

𝜂
𝐺
2=.01, p<.05）．修正 Shaffer 法による多重比較を加
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えたところ，下位層よりも中位層および上位層の方が

成績上昇量は大きかった（いずれも，p<.05）．さらに，

事前成績と呈示条件の交互作用効果が有意傾向であり，

学習中人数とストップウォッチの呈示が成績上昇量に

及ぼす影響は，事前成績によって異なる傾向であった

（F(2, 924)=2.65, 𝜂
𝐺
2=.01, p<.10）．下位検定を行った

ところ，上位層でのみ，呈示群よりも非呈示群の方が

成績上昇量は大きかった（t(285)=2.47, d=.52, p<.05）．

すなわち，上位層は，呈示群で学習すると，成績上昇

量が抑制されていた（図 2参照）．なお，有意差は認め

られなかったものの，下位層においては，呈示群で学

習した方が非呈示群で学習するよりも，成績上昇量が

大きいという，上位層とは逆の標本平均値差が示され

た（d=－.23）．これは，学習中人数とストップウォッ

チの呈示が下位層の学習を促進する可能性を示唆して

いる． 

2.3.2 学習用項目の回答に費やした時間の比較 

次に，学習用項目の回答に費やした時間（以下，学

習時間とする）の分布を概観したところ，中央値が

74.00 秒であるのに対して，平均値は 88.48 秒（標準

偏差 161.87 秒）であり，右に裾の長い偏った分布を示

した．そこで，外れ値の影響を緩和するため，対数変

換を施した値について，成績上昇量と同様のモデルで

分散分析を行った． 

結果，成績上昇量と概ね同様の傾向が認められた．

具体的には，まず，事前成績の主効果が認められた

（F(1, 924)=13.60, 𝜂
𝐺
2=.03, p<.01）．修正 Shaffer 法

による多重比較を加えたところ，下位層よりも中位層

および上位層の方が，学習時間が長かった（いずれも，

p<.01）．さらに，事前成績と呈示条件の交互作用効果 

 

注）* p<.05 

図 2 事前成績及び群別にみた成績上昇量の平均値 

（エラーバーは標準誤差を示す） 

が有意傾向であり，学習中人数とストップウォッチの

呈示が学習時間に及ぼす影響は事前成績によって異な

る傾向であった（F(2, 924)=2.68, 𝜂
𝐺
2=.01, p<.10）．下

位検定を行ったところ，下位層でのみ，非呈示群より

も呈示群の方が，学習時間が長い傾向であった

（t(330)=－1.88, d=－.35, p<.10）．下位層は，学習中

人数とストップウォッチの呈示により学習に対する動

機づけが高まり，学習時間が伸びた可能性がある（図

3参照）．あるいは，下位層はこれらの誘引性付加物か

ら目を逸らすことが難しいために，誘引性付加物を注

視する時間が伸び，結果として学習時間が伸びたとの

解釈も可能であるが(19)，先の分析で示された通り，下

位層では呈示群の方が成績上昇量も高かったことから，

学習時間の増加は，単なる誘引性付加物の注視を意味

しない．すなわち，学習時間の増加に伴って，学習が

成立していると考えられる． 

2.3.3 メタ理解の正確性の比較 

次に，個人ごとにメタ理解の正確性についての得点

（以下，メタ理解得点とする）を算出した．すなわち，

本番用の各問題 30 項目について，学習用項目に回答

した際の４段階の習熟度評定を「学習判断」（各１―４

点），プレテストおよびポストテストで正答できた否か

の合計得点を「実際の成績」（各０―２点）と捉え，こ

の２変数のポリコリック相関係数を，一人ひとりにつ

いて算出した．なお，すべての問題について自己評定

値を同じ値に評定した者については，メタ理解得点は

０点とされた．このようにして算出された値について，

成績上昇量等と同様のモデルで分散分析を行った． 

結果，まず，事前成績の主効果が認められた（F(1, 

924)=86.03, 𝜂
𝐺
2=.16, p<.01）．修正 Shaffer 法による多

 

注）† p<.10 

図 3 事前成績及び群別にみた学習時間の平均値 

（エラーバーは標準誤差を示す） 
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重比較を加えたところ，全ての組合せ間で差が検出さ

れた．すなわち，下位層よりも中位層の方が，また中

位層よりも上位層の方が，メタ理解得点が高かった（い

ずれも，p<.01）．また，呈示条件の主効果が有意傾向

であり（F(1, 924)=3.23, 𝜂
𝐺
2=.00, p<.10），非呈示群の

方が呈示群よりもメタ理解得点が高い傾向であった．

すなわち，呈示群ではメタ理解が抑制される傾向であ

った．参考までに，事前成績と呈示条件の交互作用効

果は有意ではなかったものの，事前成績の層別に群の

効果を検討した．その結果，上位層でのみ非呈示群よ

りも呈示 群の方が メタ理解 得点は低 かった

（t(285)=2.15, d=.46, p<.05；図 4参照）．これは，成

績上昇量と同様の傾向である．すなわち，学習中人数

とストップウォッチの呈示により上位層で成績上昇量

が抑制されるのは，メタ理解が抑制されるためと考え

られる． 

2.3.4 誘引性付加物が成績上昇量に及ぼす影響に

ついての学習時間とメタ理解の媒介効果の比較 

これまでの分析から，学習中人数とストップウォッ

チの呈示は，下位層に対しては，学習時間の促進を通

じて成績上昇量を促進している可能性，また，上位層

に対しては，メタ理解の抑制を通じて成績上昇量を抑

制している可能性が示唆された．そこで最後に，事前

成績の層別に，呈示条件を説明変数，成績上昇量を被

説明変数としたモデルに，学習時間とメタ理解得点の

両者を媒介変数として投入し，媒介分析を行った（分

析は，統計解析ソフト R の lavaan パッケージ(20)を用

いて，ブートストラップ法（リサンプリング回数 2,000

回）により標準誤差を推定した）． 

 

 

注）* p<.05 

図 4 事前成績及び群別にみたメタ理解得点の平均値 

（エラーバーは標準誤差を示す） 

結果を図 5に示す．まず，下位層においては，学習時

間を媒介した正の間接効果が有意傾向であったが（β

=.03, SE=.02, p<.10），メタ理解を媒介した間接効果は

認められなかった．さらに，媒介変数を投入したとき，

学習中人数とストップウォッチの呈示が成績上昇量に

与える直接効果は認められなかった．すなわち，下位

層においては，学習時間による完全媒介が成立してお

り，学習中人数とストップウォッチの呈示は学習時間

の増加を媒介して，成績上昇量を増加させていた．こ

の結果は，REY (10)が示唆した仮説（i.e., 誘引性付加物

が学習パフォーマンスを向上させる場合があるのは，

学習時間が増加するため）を支持するものである．た

だし，この媒介効果が認められたのは下位層のみであ

ったため，学習時間を媒介した成績の上昇は，下位層

に特有の現象であるとみられる．中位層においては，

いずれの間接効果，直接効果，総合効果も認められな

かった．上位層においては，学習時間を媒介した間接

効果は認められなかったが，メタ理解を媒介した負の

間接効果が有意傾向であった（β=－ .04, SE=.02, 

p<.10）さらに，媒介変数を投入したとき，学習中人数

とストップウォッチの呈示が成績上昇量に与える負の

直接効果が依然として有意傾向を示した（β=－.09, 

SE=.05, p<.10）．すなわち，上位層に対しては，学習

中人数とストップウォッチの呈示は，メタ理解の抑制

を部分媒介して，成績上昇量を抑制していた．さらに

直接効果が依然として有意傾向を示したことから， 

 

 

注）（下）は下位層，（中）は中位層，（上）は上位層，各数字は標準

化回帰係数を示す．⇒の左側は媒介変数投入前の総合効果，⇒の右

側は媒介変数投入後の直接効果を示す．実線は正の間接効果が認め

られた経路，破線は負の間接効果が認められた経路を示す． 
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図 5 事前成績別にみた媒介分析の結果 
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メタ理解の抑制では説明しきれない負の影響の存在が

示唆された．例えば，上位層では，モニタリング方略

だけでなく，リハーサル方略や精緻化方略等の様々な

学習方略（cf., 瀬尾ほか(21)）の使用が全般的に抑制さ

れた可能性がある．なお，中位層において，いずれの

効果も認められなかったのは，中位層には上位層の性

質を有する者と下位層の性質を有する者が混在してい

るため，両者の効果が相殺されている可能性が考えら

れた． 

2.4 まとめ 

本研究の目的は，擬似的なｅラーニング環境を作り

出し，学習中の人数とストップウォッチを呈示するこ

とが語彙学習に与える影響について，プレテストの成

績層別に検討することであった．結果，「成績上昇量」

や「学習用項目の回答に費やした時間」といった客観

的指標においては，事前成績と呈示条件の交互作用が

検出される傾向であり，下位層では呈示が学習を促進

する方向に働く一方で，上位層では妨害的に働くこと

が示された．また，呈示により下位層で成績上昇量が

増加するのは学習時間が増加するため，そして，上位

層で成績上昇量が抑制されるのはメタ理解が抑制され

るためであった．すなわち，学習中の人数とストップ

ウォッチを呈示する効果は，事前の成績レベルによっ

て異なっていた．なお，メタ理解の正確性については

呈示条件の主効果が有意傾向であり，学習中人数とス

トップウォッチの呈示は，下位層に対してもメタ理解

を悪くする方向に働いていると考えられたが，下位層

ではこれが成績上昇量を抑制する影響よりも，学習時

間の増加が成績上昇量を増加させる効果の方が上回っ

たために，結果として下位層における成績上昇量は，

呈示群の方が上回ったと考えられた．特筆すべき事項

として，本研究では正しい組合せを記憶することを求

める教示は行われなかった．したがって，下位層にお

ける学習時間や成績上昇量の増加は，学習者の自由意

思に基づく自発的な行動ないし認知過程による結果と

解釈された．すなわち，学習者自身が，意欲的に課題

に従事するための動機づけを，学習中の人数やストッ

プウォッチから自発的に見出したと考えられた．この

事実は，下位層の学習者は，外的要因から積極的に課

題に対する動機づけを見出そうとしていることを示し

ている．これは，課題に対する動機づけの自己調節が

困難な者にとっての一種の動機づけ方略と解釈される

(16)．一方，上位層の学習者は，このような外的要因に

依存することなく学習の動機づけが成立することに加

え，自分自身が何を理解できていないのか等をモニタ

リングしながら学習する(17)．しかしながら誘引性付加

物が呈示される条件では，このためのメタ理解が妨害

されるため(12)，呈示されない場合よりも成績上昇量が

抑制されると考えられた． 

最後に今後の課題について２点述べる． 

第一に，適性処遇診断の個別性である．本研究はあ

くまで各成績層の平均的な性質を検討したものに過ぎ

ない．下位層の中にも，学習中人数やストップウォッ

チを呈示しない条件で学習した方がより良いパフォー

マンスを発揮できる者，また，上位層の中にも，呈示

される条件で学習した方がより良いパフォーマンスを

発揮できる者が一定数存在していると考えられる．し

たがって，これらを個別に識別する手法の確立が課題

として残る． 

第二に，適性処遇診断の変容性である．すなわち，

学習者の特性や誘引性付加物の効果が，時間の経過と

ともに変化していく場合の対応策の検討である．例え

ば，時間の経過とともに，上位層の学習者が動機づけ

を自分自身で維持することが困難になるタイミングが

生じたり，下位層の学習者が学習内容に対する興味を

もち，外的要因に依存することなく，学習に対する動

機づけを得たりする可能性が考えられる．このような

学習者の変化に対し，どのような処遇を施すべきか検

討を進める必要がある． 
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The CEFR (Common European Framework of Reference for Languages) has drawn great interests 

with can-do statements (CDSs), designed to provide assessments of foreign language proficiency, but 

only limited studies of CEFR for learners of Japanese have been conducted. Some of them worked on 

the classification of Japanese sample sentences into the corresponding CEFR reading comprehension 

indices (CDSs), using 3 features: length, document type and technicality. In this presentation, we 

will add new seven CDSs of Pre-A1 level released in CEFR Companion Volume with New Descriptors 

in 2017, and carry out experiments for the classification problem. In line with the incorporation of 

new CDSs, we have extended to 4 features for inference, and used Kanji rate as one of the vital 

elements in reading comprehension. Further, instead of conventional 7 document types, we divided 

sentences into 8 types. The results of experiments will be shown in the presentation. 

Keywords: CEFR, Classification, Machine learning, Corpus, Can-Do Statement 

1. INTRODUCTION 

The Common European Framework of Reference 

for Languages (CEFR) (1) is an international 

standard for describing second language proficiency 

developed by the European Council. The framework 

includes four language skills with six stages of A1 to 

C2 level, and series of description statements (Can-

Do Statements, hereafter called CDS) are described 

for each level indicating what can be done. Moreover, 

each CDS can be used together with concrete 

example sentences for utilization. For instance, a 

CDS includes “Can understand everyday signs and 

notices in public places, such as streets, restaurants, 

railway stations; in workplaces, such as directions, 

instructions, hazard warnings.”, whose example 

sentence can be “Caution: Do not attempt to leave 

the train when doors are closing”. Hence, CEFR is 

an important linguistic assessment to evaluate the 

language proficiency of learners in testing. 

Regarding the utilization of CEFR for Japanese 

language education, Japanese CEFR-compliant text 

corpus has not been created, and only limited studies 

of CEFR for learners of Japanese have been 

conducted. Takada et al., (2) studied the semi-

automatic classification of Japanese example 

sentences corresponding to reading comprehension 

indices (CDS) for the creation of Japanese CEFR-

compliant text corpus using machine learning. In 

the study of (2), “technicality”, “length”, and 

“document type” were chosen as features in CDS 

classification, but a feature of “document type” was 

conducted manually. Therefore, Hirakawa et al., (3) 

conducted a research to automatically estimate 

“document type” using the method of (2), word2vec 

and fastText. In addition, (3) worked on the 

improvement of the accuracy of “technicality”, and 

carried out the experiment using these estimation 

results. (2) and (3) covered 27 CDSs except C1, C2 

levels at proficient level and a CDS at B2 level which 
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focuses on vocabulary ability rather than reading 

comprehension skill. 

In 2017, The CEFR Companion Volume with New 

Descriptors (4) was published to be intended as a 

complement to the CEFR. The focus in the project 

was to update the CEFR illustrative descriptors by 

highlighting certain innovative areas of some CEFR 

descriptors on the previous version; further 

development of the CEFR with fulling defining ‘plus 

level’ and a new ‘Pre-A1’ level; responding to 

demands for description of listening and reading in 

detail; and enriching the description at A1, and at 

the C levels. Among these updates, this study will 

focus on Pre-A1 level, which supports for the 

beginners of Japanese. We will add new seven CDSs 

of Pre-A1 level in the Companion Volume with 

corresponding example sentences. As a result, to 

cope with the accuracy of classification of new CDSs, 

we have extended to 4 features for inference, and 

used Kanji rate as one of the vital elements in 

reading comprehension. Further, instead of 

conventional 7 document types, we divided 

sentences into 8 types. 

2. PRE-A1 LEVEL 

A scale is defined as the overall proficiency of a 

foreign language describing in detail about language 

use and language ability. The scale of CEFR is based 

on two levels (A1, A2) of “Basic language users”, two 

levels (B1, B2) of “Independent language users”, and 

two levels (C1, C2) of “Proficient language users”. 

However, even at the most fundamental A1 level, 

proficiency is too high for the beginners of foreign 

language; as a result, Pre-A1 level before reaching 

A1 level has been complemented in the CEFR 

Companion Volume. 

Pre-A1 level is a band of proficiency at which the 

learner has not yet acquired a generative capacity, 

but relies upon a combination of words and 

formulaic expressions (4). At this level, learners are 

the beginners, who do not have a vocabulary 

structure yet and know the simple words they 

learned in class. As is appropriate for learners of 

Pre-A1 level, reading comprehension tasks are 

supported by pictures. Longer tasks are mainly 

based on simple stories, so learners should be 

provided as much opportunity as possible to read 

and enjoy stories at their level. In addition, Pre-A1 

level produces simple utterances, and generally 

responds at word or phrase but may also produce 

some longer utterances (The 2018 Pre A1 Starters, 

A1 Movers and A2 Flyers revisions (5)). To support 

for these requirements, the CEFR Companion 

Volume has provided seven descriptors (CDSs) in 

terms of reading comprehension for learners of Pre-

A1 level. 

According to the descriptors, learners of Pre-A1 

level can recognize familiar words that there are 

visual supports such as photos and illustrations (for 

example, menus of fast food restaurants, picture 

books). On the other hand, learners can understand 

familiar names and words on the message if 

necessary. Among the information in cards and e-

mails, Pre-A1 level emphasizes the understanding of 

very simple information such as “date” and “time”. 

Moreover, because this level supports for the 

language in daily use, it requires learners to 

understand the very short, simple instructions, 

signs or notices in everyday contexts, in which 

simple words and sentences are used. The detail of 

seven new descriptors is shown in Figure 1. 

Fig. 1 Lists of CDSs of Pre-A1 Level 

CDS 

No. 
Can-Do Statement 

32 

Can understand simple everyday signs suchas 

‘Parking’, ‘Station’, ‘Dining room’, ‘No    

smoking’, etc. 

33 
Can find information about places, times    

and prices on posters, flyers and notices. 

34 Can understand the simplest informational  
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material that consists of familiar words and  

pictures, such as a fast-food restaurant menu 

illustrated with photos or an illustrated story 

formulated in very simple, everyday words. 

35 

Can understand from a letter, card or email the 

event to which he/she is being invited   and the 

information given about day, time   and 

location. 

36 

Can recognize times and places in very   

simple notes and text messages from      

friends or colleagues. 

37 

Can understand very short, simple instructions 

used in familiar, everyday contexts such as ‘No 

parking’, ‘No food or drink’, etc., especially if    

there are illustrations.  

38 

Can recognize familiar words accompanied by 

pictures, such as a fast-food restaurant menu 

illustrated with photos or a picture book using 

familiar vocabulary. 

3. CLASSIFICATION FEATURES 

In this study, we continue to use the feature of 

"length" (number of characters, number of words, 

number of sentences, number of line feeds) which is 

used in (2). In terms of the feature of “document 

type”, we extend to 8 types instead of conventional 7 

types in (2), (3). Regarding “technicality”, we still 

use the estimation method of fastText in (3), which 

was considered to have the high improvement in 

accuracy. Finally, a new feature added in the 

classification is Kanji Rate, which is suggested as 

one of the elements affecting reading ability at low 

levels (Uno et al., (7)).  

3.1 Document Type 

In document type estimation, from ten types used 

in Takada (2), Hirakawa (3) selected seven document 

types from CDS because some of the ten types had 

similar types of documents, and the difference was 

not clear. Especially, "letters" and "mails" were 

referred to "communication texts", "signs" and 

"posters" were integrated as "signs + posters". As a 

result, seven document types were “article + news”, 

“newspaper articles”, “public documents”, “signs + 

posters”, “communication statements”, “instructions” 

and “others”.  

In regard to the descriptors of Pre-A1 level, most 

of them emphasize the language in daily use with 

very short, simple words and sentences. From the 

list of CDSs in Figure 1, it can be known that, 

example sentences of Pre-A1 level can be seen in 

every day signs; posters, flyers and notices; 

materials illustrated by pictures; letters, cards or 

email, notes or text messages; and instructions. 

However, these descriptors do not focus on the first 

three document types used in (3): “article + news”, 

“newspaper articles”, “public documents”, whose 

example sentences are longer and required the 

knowledge in certain fields. Therefore, we will keep 

these three document types in this study.  

On the other hand, as in Figure 1, posters, flyers 

and notices are one of the main document types used 

in everyday context, while signs mainly emphasize 

the recognition of simple and familiar words. 

Moreover, when collecting the example sentences of 

Pre-A1 level, most of them belong to type of notices 

that provides much information about places, times 

and prices, rather than in posters and flyers. As a 

result, to improve the accuracy in estimation of 

document types of example sentences of Pre-A1 level, 

we divide the last four types used in (3) into five ones. 

“sign + posters” is divided into “signs” and “notices”, 

in which “notices” includes the example sentences 

can be seen in posters, flyers, notices, etc. 

In addition, example sentences belong to menus, 

picture books, stories, etc., with visual illustration 

are listed as “others”.  

Consequently, there are eight document types 

used in this study: “article + news”, “newspaper 

articles”, “public documents”, “signs”, “notices”, 

“communication statements”, “instructions”, and 

“others”. 
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3.2 Kanji Rate 

The most common Japanese writing system is 

based on the mixture of Kanji and Kana (Hiragana 

and Katakana). Kana has clear and direct character-

to-sound correspondences where each Kana 

represents Japanese mora. In contrast, Kanji 

(originally derived from Chinese characters) is 

commonly used for writing content words – most of 

nouns, verbs and adjectives are written in Kanji – 

and Kanji characters, alone or combination with 

other characters, represent whole words. (Alexandra 

S. Dylman et al., (8)). Hence, it implies that reading 

Kanji ability may require different reading 

strategies or different cognitive skills to acquire 

reading comprehension of Japanese. 

In regard to the applications of learning of foreign 

language, “readability” is used to define how difficult 

users evaluate a reading text. Functions which 

define readability are called readability formula. In 

the learning of Japanese, there has been many of 

readability formulas for Japanese. Morioka et al., (9) 

and Yasumoto et al., (10) proposed formulas using 

the sentence length measured in letters, and words 

and the percentage of Kanji characters for 

estimating the difficulty of the vocabulary. It is said 

that a text with longer sentences is estimated as 

difficult, and a text with more Kanji characters is 

also estimated as difficult. Morioka (9), whose study 

focused on school textbooks, suggested that upper 

grade text-books contain longer sentences on the 

average and more Kanji characters. Yasumoto (10) 

showed that documents with more Kanji characters 

are less readable even for adults. Therefore, 

documents using more Kanji characters are likely to 

include more different words and demand more 

reading skills. 

On the other hand, the number of Kanji characters 

which students have to master is specified in each 

grade affecting the reading comprehension of 

language learners. According to the curriculum for 

the school subject “Japanese language” by the 

Ministry of Education, there are 6 Grades 1-6 of 

Kanji acquisition. However, the number of Kanji 

taught in Grade 1 is limited to 76 characters, 

students in Grade 1 can only achieve the accuracy of 

around 80% in reading. The accuracy is suggested to 

improve when learners are taught more Kanji 

characters for higher grades (Tamaoka et al. (11)). 

Acknowledged the important role of Kanji 

characters in reading comprehension, especially at 

low level, we decided to use Kanji rate as a feature 

of CDS classification to improve the accuracy of 

classification in Pre-A1 level. 

Moreover, besides the number of Kanji characters, 

the degree of difficulty of each Kanji characters 

affects reading ability of learners. The more Kanji 

characters at low level appear in a reading text, the 

more readable the text is (12). In this study, we use 

four lists of Kanji characters of Japan-Language 

Proficiency Test (JLPT) (13). The four lists are 

named JLPT level 4, JLPT level 3, JLPT level 2 and 

JLPT level 1 (14); in which the difficulty rises from 

level 4 to level 1. In addition, in case a Kanji 

characters appearing in a reading text does not 

belong to any of four lists, it will be added to the list 

named “Other”. Consequently, there are five Kanji 

lists to be estimated in this study. 

4. CDS CLASSIFICATION 

Regarding the CDS classification experiment, we 

continue to use " length", "document type" and 

“technicality” proposed by Takada (2), and a new 

feature “Kanji rate”. 

4.1 Technicality 

In terms of technicality, we use the estimation 

result (1 as technical, -1 as non-technical) by 

fastText. The classifier used to estimate the 

technicality of example sentences is constructed as 

proposed in (3). Using this classifier, we assign 

technicality information to example sentences. 
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4.2 Length 

Estimation of length is conducted the same as the 

one used by Takada (2). Especially, we use MeCab 

(15) to extract "number of words", "number of 

characters", "number of sentences", and "number of 

line feeds". 

4.3 Document Type 

The estimation result in 3.1 is used in the CDS 

classification experiment. When using the 

estimation result as the input values, it is converted 

to applicable: 1 or non-applicable: 0, corresponding 

to a document type with an example sentence as 

shown in Figure 2. 

4.4 Kanji Rate 

Regarding the Kanji Rate, we use the result 

estimated in 3.2 for the classification of 

corresponding CDS. The input values include the 

percentage of the number of Kanji characters in the 

total number characters in an example sentence, the 

number of Kanji characters of each level 1, 2, 3 ,4, 

other in an example sentence. 

5. EXPERIMENT 

5.1 Experiment on estimating document type 

The data set used for the experiment on document 

type estimation includes 1,423 example sentences 

collected in (3), and 149 new example sentences of 

level Pre-A1. These example sentences were 

collected by ten collaborators who are currently 

teachers of Japanese foreign language (eight of them 

are Vietnamese, two of them are Japanese). In total, 

there are 1,572 example sentences in this 

experiment.  

fastText (16) is one of the methods of text 

classification library for word representations and 

sentence classification. From (3), fastText was 

considered as the most effective methods to estimate 

document type. Therefore, we use fastText with the 

same parameters proposed in (3) to carry the 

experiment. The result is shown in Figure 2. 

Fig. 2 Results of Document Type Estimation 

Document 

Type 

No. of 

example 

sentences 

No. of 

truly 

predicted 

Rate 

article + news 239 178 74.48% 

newspaper 

articles 
214 178 83.18% 

public 

documents 
200 181 90.50% 

signs 245 165 67.35% 

notices 55 34 61.82% 

communication 

statements 
231 192 83.12% 

instructions 211 173 81.99% 

others 177 117 66.10% 

TOTAL 1,572 1,218 77.48% 

From Figure 2, there are five types of document 

types that can be estimated with the correct answer 

rate of 70% or more. Three other document types can 

also be estimated with the result more than 60%. 

The document type with the lowest percentage is 

“notices”, which is considered to be difficult to 

estimate because the small number of example 

sentences was used. In average, the experiment got 

the result of 77.48%. 

5.2 Experiment on estimating Kanji rate 

In this experiment, we use 370 example sentences 

used in (3) and 149 example sentences of Pre-A1 

level collecting this time as mentioned in 5.1; in total 

there are 519 example sentences. Machine learning 

is used to carry the experiment with the Kanji rates 

calculated for each level. 

Figure 3 shows the percentage of Kanji rate of 

example sentences in five levels of CEFR. It can be 

seen that the percentage of Kanji rate in level 4 

belonging to Pre-A1 level is the highest. It implies 

that example sentences of Pre-A1 level comprises of 

the easiest Kanji characters, in comparison to four 
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other levels. Moreover, the number of Kanji 

characters in level 4 is decreasing from Pre-A1 level 

to B2 level. It is a good result to be considered as the 

input value for CDS classification, especially in the 

example sentences of Pre-A1 level. 

Fig. 3 Results of Kanji Rate in each CEFR Level 

 

5.3 Experiment on CDS classification 

For classification experiments, as in (2), we 

assumed multi-label classification corresponding to 

multiple CDSs in an example sentence. For the data 

set of the experiment, we used 519 example 

sentences with multi-label information collected 

from 10 experienced Japanese educators with 

knowledge in CEFR. The average number of CDSs 

corresponding to one example sentence is about 2.82. 

34 binary classifiers (SVM) are used for the multi-

label classification method, and the cross validation 

with three divisions is performed for the evaluation. 

As a result, the overall average accuracy was about 

70.27%. 

Fig. 4 Overall Results of CDS classification 

 Recall Precision F-value 

Positive 70.29% 38.39% 49.66% 

Negative 89.82% 97.10% 93.32% 

As in Figure 4, the classification results for all 

example sentences were about 70.29% positive recall, 

about 38.39% positive precision, about 49.66% 

positive F-value, about 89.82% negative recall, about 

97.10% negative precision, and the negative F-value 

was about 93.32%. Although it was confirmed that 

the positive recall, negative recall and precision 

ratio were maintained at a relatively high level, the 

accuracy of the positive precision rate was quite low. 

The positive average predicted number for one 

example sentence was about 5.15. 
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